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3 
 ■
診
療
科
 

 １
．
消
化
器
内
科
 

 ２
．
循
環
器
内
科
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
 
腹
痛
や
便
通
異
常
な
ど
一
般
的
な
消
化
器

症
状
を
有
す
る
患
者
さ
ん
 

2
.
 
上
部
、
下
部
内
視
鏡
検
査
が
必
要
な
患
者
さ

ん
 

3
.
 
炎
症
性
腸
疾
患
が
疑
わ
れ
る
、
ま
た
は
治
療

に
難
渋
し
て
い
る
患
者
さ
ん
 

4
.
 
過
敏
性
腸
症
候
群
な
ど
の
機
能
性
消
化
管

障
害
が
疑
わ
れ
る
、
ま
た
は
治
療
に
難
渋
し

て
い
る
患
者
さ
ん
 
 

1
.
 
理
学
所
見
、
血
液
検
査
に
加
え
て
内
視
鏡
検
査
、
C
T
・
M
R
I
検
査
な
ど
を
適
宜

用
い
、
正
確
な
診
断
と
適
切
な
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

2
.
 
大
腸
内
視
鏡
検
査
、
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

3
.
 
炎
症
性
腸
疾
患
、
過
敏
性
腸
症
候
群
の
診
療
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
最

先
端
の
治
療
法
を
含
め
て
、
そ
の
人
に
合
う
治
療
を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。
 

3
名
の
消
化
器
科
医
師

（
う
ち
2
名
は
消
化

器
病
お
よ
び
消
化
器

内
視
鏡
専
門
医
）
が
担

当
し
ま
す
。
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
 
心
電
図
異
常
に
つ
い
て
精
査
を
希
望
す
る

患
者
さ
ん
 

2
.
 
心
雑
音
、
胸
部
X
線
写
真
で
心
拡
大
を
認
め

る
患
者
さ
ん
 

1
.
 
心
電
図
の
判
読
を
行
い
、
必
要
な
精
査
を
行
い
ま
す
。
 

2
.
 
心
エ
コ
ー
に
よ
る
心
機
能
評
価
、
弁
膜
症
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
 

3
.
 
薬
物
治
療
に
よ
る
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
二
次
性
高
血
圧
（
原

発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
、
ク
ッ
シ
ン
グ
症
候
群
、
褐
色
細
胞
腫
な
ど
）
の
鑑

循
環
器
内
科
医
1
名

で
診
療
し
ま
す
。
循
環

器
内
科
医
と
し
て
2
5

年
以
上
の
臨
床
経
験

が
あ
り
、
循
環
器
専
門
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4 
  ３
．
心
療
内
科
 

 ４
．
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
 
 

3
.
 
高
血
圧
症
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
困
難
な
患
者

さ
ん
、
二
次
性
高
血
圧
の
鑑
別
を
要
す
る
患

者
さ
ん
 

4
.
 
心
房
細
動
、
人
工
弁
で
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
治
療

を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
 

別
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

4
.
 
危
険
因
子
の
評
価
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
、
治
療
を
行
い
ま
す
。

合
併
す
る
危
険
因
子
（
心
不
全
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
）
が
あ
れ
ば
合
わ
せ
て
診

療
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
レ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。
紹
介
医
、
患
者
さ
ん
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
当
院
で
継
続
的

に
診
療
し
ま
す
。
 

医
、
総
合
内
科
専
門
医

で
す
。
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
病
気
の
発
症
及
び
持
続
に
心
理
社
会
的
な
要

因
の
関
与
が
認
め
ら
れ
、
一
般
的
な
治
療
の
み

で
は
改
善
が
困
難
な
患
者
さ
ん
（
心
身
症
を
は

じ
め
と
す
る
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
）
 

2
.
他
に
、
摂
食
障
害
(
主
に
神
経
性
食
欲
不
振

症
)
や
単
純
性
肥
満
な
ど
の
患
者
さ
ん
 

診
察
・
検
査
を
行
い
、
心
身
両
面
か
ら
病
態
を
評
価
し
た
上
で
、
身
体
治
療
や
薬
物

療
法
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
常
の
ス
ト
レ
ス
状
態
か
ら
開
放
さ
れ
る
た
め
の
工
夫

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
の
習
得
な
ど
）
や
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
へ
の
対
処
法
の
指
示
と
学
習
、

健
康
の
維
持
・
増
進
を
可
能
に
す
る
生
活
習
慣
や
行
動
様
式
の
習
得
、
家
族
や
職
場

の
人
々
の
理
解
と
支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
援
助
、
を
主
に
治
療
と
し
て
行
い
ま

す
。
 

心
療
内
科
医
師
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
薬
物
治
療
を
行
っ
て
も
て
ん
か
ん
発
作
が
治

ま
ら
な
い
成
人
、
小
児
及
び
乳
幼
児
の
患
者
さ

ん
 

て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
小
児
神
経
科
、
精
神
科
、
脳
外
科
等
の
診
療
科
が
チ

ー
ム
を
組
み
 

総
勢
1
2
名
（
小
児
神
 

経
5
名
、
精
神
科
4
名
、

脳
外
科
4
名
）
の
て
ん
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5 
  ５
．
筋
疾
患
セ
ン
タ
ー
 
 

  2
.
M
R
I
で
病
変
が
あ
る
な
ど
、
て
ん
か
ん
外
科
治

療
の
適
否
に
つ
き
相
談
し
た
い
場
合
 

3
.
て
ん
か
ん
患
者
で
精
神
症
状
合
併
例
の
患
者

さ
ん
 

4
.
て
ん
か
ん
の
高
度
な
医
療
（
検
査
、
診
断
、

薬
剤
選
択
、
外
科
治
療
等
）
に
関
す
る
ご
相

談
 

1
.
脳
波
、
M
R
I
、
M
E
G
、
P
E
T
、
S
P
E
C
T
、
発
作
時
ビ
デ
オ
脳
波
記
録
装
置
等
の
最
新
の

診
断
機
器
を
用
い
 

2
.
必
要
に
応
じ
て
入
院
の
上
、
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
診
断
と
治
療
を
行

い
 

3
.
出
来
る
限
り
状
態
を
改
善
し
た
上
で
、
ご
紹
介
頂
い
た
医
療
機
関
に
お
返
し
し
 

4
.
双
方
向
性
の
治
療
連
携
を
大
切
に
し
て
長
期
追
跡
を
行
い
ま
す
 

か
ん
専
門
医
が
対
応

し
ま
す
。
 

 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
高
C
K
血
症
、
筋
力
低
下
な
ど
の
症
状
か
ら
筋
疾

患
が
疑
わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
 

2
.
確
定
診
断
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
で
包
括
的

診
療
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
（
筋
疾
患
、
脊
髄

性
筋
萎
縮
症
、
末
梢
神
経
疾
患
な
ど
の
患
者
さ

ん
）
 

3
.
筋
疾
患
の
最
新
の
医
療
情
報
の
提
供
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
 

 

1
.
筋
疾
患
の
診
療
に
熟
知
し
た
医
師
に
よ
る
評
価
 

2
.
電
気
生
理
学
的
検
査
、
画
像
検
査
、
遺
伝
子
解
析
、
筋
生
検
、
末
梢
神
経
生
検

な
ど
の
方
法
を
用
い
、
正
確
な
評
価
、
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
 

3
.
筋
疾
患
患
者
に
対
す
る
経
験
が
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
 

4
.
多
部
門
が
連
携
し
た
包
括
的
診
療
の
提
供
 

5
.
治
療
研
究
な
ど
最
新
の
知
見
に
関
す
る
情
報
提
供
 

6
.
遠
方
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
主
治
医
か
ら
の
依
頼
の
も
と
、
外
来
を
通
さ

ず
入
院
診
療
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
 

小
児
神
経
科
、
神
経
内

科
医
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
医
師
な

ど
が
対
応
し
ま
す
。
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6 
 ６
．
神
経
内
科
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
運
動
障
害
疾
患
（
P
M
D
）
セ
ン
タ
ー
 

 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

神
経
変
性
疾
患
 
神
経
難
病
（
例
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
多
発
性
硬
化
症
、

神
経
筋
疾
患
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
）
と
診
断

さ
れ
治
療
、
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
 

根
治
療
法
が
な
い
場
合
で
も
そ
の
時
々
の
状
態
に
あ
わ
せ
て
必
要
な
治
療
が
あ
り

ま
す
。
適
切
な
評
価
と
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
関
係
な
ど
で
き
る
限

り
の
対
応
を
い
た
し
ま
す
。
 

神
経
内
科
（
外
来
担
当

医
は
全
員
神
経
内
科

専
門
医
で
す
）
 

神
経
内
科
の
問
題
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
診
断

が
は
っ
き
り
し
な
い
、
診
断
が
つ
か
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
 

基
本
の
問
診
、
診
察
か
ら
、
3
T
M
R
I
,
 S
P
E
C
T
,
 P
E
T
,
そ
の
他
最
新
の
検
査
を
行
い
可

能
な
限
り
診
断
を
確
定
し
ま
す
。
 

神
経
内
科
 

身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
が
勝
手
に
動
い
て
し

ま
っ
て
困
る
(
不
随
意
運
動
)
と
い
う
患
者
さ
ん
 

不
随
意
運
動
の
病
態
を
精
査
の
上
、
服
薬
調
整
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
そ
の
他
の
注
射
薬
も

含
め
、
対
応
い
た
し
ま
す
。
 

神
経
内
科
 

1
.
在
宅
診
療
中
の
神
経
筋
疾
患
患
者
で
嚥
下
障

害
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
 

2
.
体
重
減
少
が
続
く
神
経
筋
疾
患
患
者
さ
ん
 

医
師
，
歯
科
医
師
，
摂
食
嚥
下
障
害
認
定
看
護
師
，
言
語
聴
覚
士
の
チ
ー
ム
で
，
嚥

下
機
能
の
評
価
と
治
療
方
針
の
設
定
を
行
い
ま
す
．
当
院
で
行
っ
た
嚥
下
造
影
検
査

の
結
果
は
C
D
-
R
で
お
渡
し
で
き
ま
す
。
 

飲
み
こ
み
外
来
（
神
経

内
科
）

 

声
が
小
さ
く
な
り
困
っ
て
い
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
患
者
さ
ん
 

米
国
で
資
格
を
取
得
し
た
言
語
聴
覚
士
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
言
語
治
療
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
L
S
V
T
®
）
を
行
い
ま
す
．
国
内
で
行
っ
て
い
る
施
設
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
 

窓
口
は
神
経
内
科
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
と
協
力
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
 

歩
き
づ
ら
い
初
期
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ

ん
 

米
国
で
資
格
を
取
得
し
た
理
学
療
法
士
が
病
初
期
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
歩

行
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
L
S
V
T
®
B
I
G
）
を
行
い
ま
す
．
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
国
内
で
行
っ
て
い
る
施
設
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

窓
口
は
神
経
内
科
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
と
協
力
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
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7 
 ７
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
 

 ８
．
脳
神
経
外
科
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

進
行
性
の
筋
疾
患
・
神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
で

以
下
の
場
合
 

1
.
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
が
あ
る
の

か
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
 

2
.
生
活
上
の
道
具
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
知
り

た
い
 

3
.
一
般
的
な
補
装
具
・
車
椅
子
が
適
合
し
な
い
 

4
.
意
思
伝
達
装
置
の
導
入
、
通
常
の
手
段
で
の

パ
ソ
コ
ン
入
力
が
困
難
 

運
動
メ
ニ
ュ
ー
作
成
、
自
助
具
・
補
装
具
・
特
殊
な
電
動
車
椅
子
や
座
位
保
持
装
置
・

住
宅
改
修
な
ど
に
つ
い
て
、
疾
患
の
状
態
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
お

近
く
の
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
連
絡
を
と
り
、
支
援
が
継
続
で

き
る
体
制
を
考
え
な
が
ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
医
師
・
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言

語
聴
覚
士
が
対
応
し

ま
す
。
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
 
成
人
、
小
児
及
び
乳
幼
児
の
て
ん
か
ん
外
科

対
象
例
（
腫
瘍
、
血
管
種
、
皮
質
形
成
異
常
、

瘢
痕
、
M
R
I
異
常
な
し
等
）
の
患
者
さ
ん
 

2
.
成
人
及
び
小
児
の
不
随
意
運
動
症
（
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、
ジ
ス
ト
ニ
ア
等
）
の
患
者
さ
ん
 

3
.
中
枢
性
疼
痛
（
脳
卒
中
後
、
脊
椎
手
術
後
等
）

の
患
者
さ
ん
 

1
.
M
R
I
、
M
E
G
、
P
E
T
な
ど
の
最
新
の
診
断
技
術
を
も
と
に
て
ん
か
ん
の
原
因
を
探
し

だ
し
、
て
ん
か
ん
を
根
治
す
る
手
術
を
行
い
ま
す
 

2
.
脳
深
部
刺
激
治
療
(
D
B
S
)
な
ど
の
定
位
脳
手
術
に
よ
り
症
状
を
改
善
さ
せ
ま
す
 

3
.
痛
み
の
原
因
を
評
価
し
、
外
科
治
療
を
含
め
た
対
応
を
行
い
ま
す
 

4
.
タ
ッ
プ
テ
ス
ト
等
に
よ
る
診
断
と
治
療
（
シ
ャ
ン
ト
術
）
を
行
い
ま
す
 

5
.
精
神
科
、
神
経
内
科
、
小
児
神
経
科
と
の
連
携
の
も
と
に
脳
神
経
外
科
的
治
療
を

総
勢
4
名
の
脳
神
経

外
科
専
門
医
（
全
員
て

ん
か
ん
専
門
医
）
が
対

応
し
ま
す
。
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  ９
．
小
児
神
経
科
 

4
.
正
常
圧
水
頭
症
の
患
者
さ
ん
 

5
.
成
人
及
び
小
児
の
慢
性
あ
る
い
は
亜
急
性
の

脳
神
経
外
科
的
疾
患
（
特
に
精
神
・
神
経
疾

患
合
併
例
）
の
患
者
さ
ん
 

行
い
ま
す
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

1
.
運
動
発
達
が
遅
れ
て
い
る
 

2
.
身
体
が
非
常
に
柔
ら
か
い
 

3
.
無
熱
性
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
な
ど
で
、
て
ん
か

ん
が
疑
わ
れ
る
 

4
.
言
語
発
達
が
遅
れ
て
い
る
 

5
.
で
き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
運
動
退
行
、

知
的
退
行
が
疑
わ
れ
る
）
な
ど
、
小
児
神
経
疾
患

が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
 

当
小
児
神
経
科
は
小
児
の
神
経
疾
患
の
専
門
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

詳
細
な
問
診
と
小
児
神
経
学
的
診
察
を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
必
要
に
応
じ

て
、
精
密
検
査
を
行
い
、
専
門
的
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

左
記
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
下
さ
い
。
 

 

小
児
神
経
専
門
医
が

担
当
し
ま
す
。
 

（
次

ペ
ー

ジ
に

小
児

神
経

科
の

続
き

が
あ

り
ま

す
）
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   １
０
．
精
神
科
（
睡
眠
障
害
、
認
知
症
、
気
分
障
害
、
統
合
失
調
症
、
薬
物
依
存
症
、
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
診
療
部
門
）
 
 
 

ま
た
、
現
在
治
療
中
で
も
、
以
下
の
患
者
さ
ん
 

1
.
て
ん
か
ん
治
療
が
奏
功
し
な
い
場
合
 

2
.
筋
疾
患
や
末
梢
神
経
疾
患
が
疑
わ
れ
、
確
定
診
断

が
必
要
な
場
合
 

3
.
先
天
代
謝
異
常
や
中
枢
神
経
変
性
疾
患
な
ど
が
疑

わ
れ
る
場
合
 

4
.
神
経
疾
患
の
確
定
診
断
を
希
望
さ
れ
る
場
合
 

5
.
在
宅
人
工
呼
吸
療
法
を
開
始
し
た
い
場
合
（
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
）
 

6
.
小
児
神
経
疾
患
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
ご
家
族
が
、

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
を
希
望
し
て
お
ら
れ
る
場
合
 

詳
細
な
問
診
と
小
児
神
経
学
的
診
察
を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
必
要
に
応
じ

て
、
精
密
検
査
を
行
い
、
専
門
的
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

外
来
治
療
と
検
査
入
院
・
治
療
入
院
を
行
い
ま
す
。
 

て
ん
か
ん
で
薬
物
治
療
が
奏
功
し
な
い
場
合
は
、
脳
神
経
外
科
的
治
療
適
応
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。
 

そ
の
他
、
小
児
神
経
疾
患
の
診
断
・
治
療
・
継
続
的
外
来
診
療
・
専
門
的
入
院

治
療
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

小
児
神
経
専
門
医
が

担
当
し
ま
す
 

精
神
科
・
部
門

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

睡
眠
障
害
 

1
.
日
中
眠
く
て
し
か
た
な
い
 

2
.
い
び
き
が
ひ
ど
く
て
寝
て
い
る
間
に
息
が
と
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
 

3
.
足
が
む
ず
む
ず
し
て
眠
れ
な
い
 

4
.
ね
ぼ
け
行
動
が
あ
る
 

5
.
寝
付
け
ず
、
朝
も
起
き
ら
れ
な
い
な
ど
の
患
者
さ
ん

日
本
睡
眠
学
会
の
睡
眠
医
療
認
定
医
師
が
、
過
眠
症
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
、
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
、
睡
眠
時
随
伴
症

（
ね
ぼ
け
行
動
）
、
リ
ズ
ム
障
害
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
診
療

い
た
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
１
泊
2
日
の
検
査
入
院
な

ど
を
実
施
し
、
適
切
な
診
断
・
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

睡
眠
医
療
認
定
医

師
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   精
神
科
・
部
門

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

認
知
症
、
お
よ
び

認
知
症
疑
い
 

 

1
.
外
来
で
認
知
症
の
早
期
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
 

2
.
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
治
療
し
て
い
る
が
最
近
は
忘

れ
っ
ぽ
い
（
神
経
内
科
医
師
が
担
当
し
ま
す
）
 

認
知
症
の
専
門
医
療
機
関
と
し
て
、
 

1
.
C
T
、
M
R
I
、
S
P
E
C
T
、
脳
波
検
査
、
脳
脊
髄
液
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
等
を
用
い
て
評
価
 

2
.
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
診
断
と
治
療
方
針
の
策

定
 

3
.
 
診
断
後
の
継
続
的
診
療
は
か
か
り
つ
け
医
に
お
願
い
し

ま
す
 

精
神
科
専
門
医
お

よ
び
神
経
内
科
専

門
医
（
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
な
ど
）
が
担
当

し
ま
す
。
 

 

気
分
障
害
 

 

1
.
う
つ
状
態
か
躁
状
態
が
あ
る
が
気
分
障
害
か
ど
う

か
診
断
が
難
し
い
患
者
さ
ん
 

2
.
 
躁
う
つ
病
か
う
つ
病
か
の
鑑
別
が
困
難
で
あ
る
患

者
さ
ん
 

3
.
初
期
認
知
症
か
う
つ
病
か
の
診
断
が
つ
か
な
い
患

者
さ
ん
 

4
.
入
院
が
必
要
で
あ
る
重
症
な
い
し
治
療
抵
抗
性
の

う
つ
状
態
・
躁
状
態
の
患
者
さ
ん
 

6
.
現
在
の
気
分
障
害
の
重
症
度
の
評
価
を
し
た
い
患

者
さ
ん
 

7
.
修
正
型
電
気
け
い
れ
ん
療
法
の
適
応
が
あ
る
患
者

さ
ん
 

8
.
う
つ
病
の
補
助
的
診
断
で
あ
る
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ

ー
な
ど
の
各
種
の
補
助
的
検
査
を
希
望
す
る
患
者

さ
ん
 

9
.
治
療
抵
抗
性
の
う
つ
状
態
な
い
し
躁
状
態
、
ま
た
再

発
し
や
す
い
患
者
さ
ん
 

気
分
障
害
を
専
門
と
す
る
専
門
医
が
診
察
し
、
よ
り
客
観
的

な
診
断
と
適
切
な
治
療
方
針
を
検
討
し
ま
す
。
 

 診
断
や
重
症
度
に
関
す
る
構
造
化
面
接
 

C
T
、
M
R
I
、
S
P
E
C
T
な
ど
の
脳
画
像
検
査
 

光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
補
助
的
検
査
（
高
度
先
進
医
療
）

各
種
の
神
経
心
理
学
的
検
査
 

最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
診
断
と
治

療
方
針
の
策
定
 

必
要
が
あ
れ
ば
診
断
、
薬
物
療
法
・
修
正
型
電
気
け
い
れ
ん

療
法
な
ど
を
包
括
的
に
行
う
入
院
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

気
分
障
害
を
専
門

と
す
る
精
神
科
専

門
医
が
担
当
し
ま

す
。
 

 

260



11
 

   精
神
科
・
部

門
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

統
合
失
調
症

1
.
統
合
失
調
症
が
疑
わ
し
い
方
 

2
.
自
分
の
統
合
失
調
症
の
状
態
を
知
り

た
い
方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
.
統
合
失
調
症
が
す
す
ん
で
な
い
か
ど

う
か
知
り
た
い
方
 

4
.
治
療
の
方
向
性
を
相
談
し
た
い
方
 

5
.
 
m
E
C
T
を
受
け
た
い
が
、
現
在
の
施
設

で
は
行
っ
て
い
な
い
方
 

6
.
当
院
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
た
い
方
 

必
要
に
応
じ
て
、
 

1
.
認
知
機
能
検
査
を
含
め
た
精
神
症
状
の
評
価
 

2
.
C
T
、
M
R
I
の
ほ
か
M
R
S
、
D
T
I
、
N
I
R
S
な
ど
の
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
等
を
用
い
た
評
価
 

3
.
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
治
療
方
針

の
策
定
 

4
.
入
院
患
者
様
の
m
E
C
T
目
的
の
転
院
・
治
療
 

5
.
地
域
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
包
括
的
な
心
理
社
会

的
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
デ
イ
ケ
ア
通
所
 

6
.
経
時
的
な
受
診
に
よ
る
認
知
機
能
・
画
像
的
変
化

の
評
価
を
行
い
ま
す
。
 

精
神
科
専
門
医
が
担
当
し
ま
す
 

 

薬
物
依
存
症

1
.
 
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
、
大
麻
な
ど

の
薬
物
の
使
用
を
や
め
た
い
が
、
や

め
ら
れ
な
く
て
、
外
来
治
療
を
受
け

た
い
と
自
ら
希
望
さ
れ
る
方
。
 

入
院
治
療
が
必
要
な
方
や
、
ご
家
族
の
み

の
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
、
当

院
の
診
療
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
も
よ
り

の
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

1
.
精
神
保
健
研
究
所
薬
物
依
存
研
究
部
の
医
師
が

初
診
診
察
を
行
い
、
依
存
症
専
門
の
病
院
医
師
が

2
回
目
以
降
の
外
来
治
療
を
担
当
し
ま
す
。
 

2
.
週
1
回
の
外
来
集
団
認
知
行
動
療
法
に
よ
り
、
具

体
的
な
「
薬
物
の
や
め
方
」
を
学
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
 

3
.
原
則
と
し
て
自
ら
通
院
治
療
を
希
望
し
て
い
る

方
の
み
が
対
象
で
す
。
入
院
治
療
が
必
要
な
患
者

の
場
合
は
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

薬
物
依
存
研
究
部
の
医
師
2
名
、
精
神
科
専

門
医
の
病
院
医
師
1
名
。
 

申
し
込
み
先
が
異
な
り
ま
す
（
メ
ー
ル
で
受

付
）
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
薬
物
依
存
症
欄
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
質
問
票
に
ご
記
入
の
上
、
下
記
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

 
y
a
k
u
b
u
t
s
u
i
z
o
n
@
n
c
n
p
.
g
o
.
j
p
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
で
す
。
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
c
n
p
.
g
o
.
j
p
/
h
o
s
p
i
t
a
l
/
g
u
i

d
e
_
s
_
o
u
t
p
a
t
i
e
n
t
/
d
e
t
a
i
l
1
0
.
h
t
m
l
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    ■
検
査
 

１
．
放
射
線
診
断
（
画
像
診
断
等
）
を
希
望
さ
れ
る
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

精
神
科
・
部

門
 

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

精
神
科
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
 

 

1
.
薬
物
療
法
で
精
神
症
状
は
改
善
し
た
が
、

病
気
の
特
徴
、
服
薬
の
必
要
性
、
再
発
予

防
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
て
ほ
し
い
方

2
.
デ
イ
ケ
ア
に
通
所
さ
せ
た
い
と
い
う
方
 

3
.
就
労
さ
せ
た
い
方
 

4
.
 
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
が
、
症
状
緩
和
・

再
燃
予
防
の
た
め
の
知
識
・
ス
ト
レ
ス
の

解
消
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学

び
た
い
方
 

5
.
心
理
検
査
を
し
て
ほ
し
い
方
 

包
括
的
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
多
職

種
チ
ー
ム
に
よ
る
 

1
.
疾
病
教
育
や
服
薬
心
理
教
育
 

2
.
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
 

3
.
デ
イ
ケ
ア
 

4
.
う
つ
病
に
対
す
る
集
団
認
知
行
動
療
法
 

5
.
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
デ
イ
ケ
ア
体
験
参
加
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
依
頼
に

応
じ
て
、
心
理
検
査
を
実
施
し
、
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
 

  

こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
 

こ
う
い
う
診
療
を
行
い
ま
す
 

私
た
ち
が
 

担
当
し
ま
す
 

放
射
線
診
療
部
で
は
右
記
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

記
録
と
判
定
結
果
（
報
告
書
）
で
ご
返
事
し
ま
す
。
 

ぜ
ひ
検
査
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
 

 

単
純
写
真
、
骨
密
度
、
C
T
、
M
R
I
、
R
I
(
脳
血
流
シ
ン
チ
な
ど
）

P
E
T
（
当
面
は
糖
代
謝
の
F
D
G
-
P
E
T
）
 

放
射
線
診
療
部
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13
 

  

 
独
立
行
政
法
人
 
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
 
 

医
療
連
携
室
 
 
r
e
n
k
e
i
@
n
c
n
p
.
g
o
.
j
p
 
 

平
日
9
：
0
0
～
1
7
:
0
0
 
電
話
 
0
4
2
-
3
4
6
-
1
8
4
5
(
直
通
)
 
 
F
A
X
 
0
4
2
-
3
4
6
-
1
6
8
1
(
直
通
)
 

 

〒
1
8
7
-
8
5
5
1
東
京
都
小
平
市
小
川
東
町
4
-
1
-
1
 

電
話
 
0
4
2
-
3
4
1
-
2
7
1
1
（
病
院
代
表
）
 

 

 
電
車
を
ご
利
用
の
場
合
 

 ◆
西
武
新
宿
線
拝
島
行
ま
た
は
西
武
遊
園
地
行
に
て
萩
山
駅
（
南
口
）
下
車
、
徒
歩
7
分
 

◆
J
R
 
中
央
線
国
分
寺
駅
乗
換
え
、
西
武
多
摩
湖
線
萩
山
駅
下
車
、
徒
歩
7
分
 

◆
J
R
 
武
蔵
野
線
新
小
平
駅
下
車
、
徒
歩
1
0
 
分
 

独
立
行
政
法
人
 
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
 
病
院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
周
辺
案
内
図
 

国
立

精
神

･
神

経
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー

病
院

 

国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
 

診
療
の
ご
案
内
 

平
成
２
３
年
２
月
版
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資料 43

抑制手法への臨床姿勢質問票日本語版を用
いた実態調査
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資料 44

東北地方太平洋沖地震メンタル情報サイトにつ
いて





 この度の大地震による被害につきまして、心よりお見舞いとお悔やみを申し上げま

す。 

 この未曾有の災害による犠牲の大きさは私たちの想像を遙かに超えるものでし

た。この被害に遭われた方々の心痛と生活を奪われた悲しみに接する時、私たちは

言葉を無くします。と同時に私たちは、被災者並びに支援者の方々が不眠不休の努

力を重ね、この試練を乗り越えようとされている姿を目の当たりにする時、大きな感

動を覚えます。 

 私たちは、この筆舌に尽くしがたい災害がもたらす健康被害に対して、被災者の

方々に備わっている回復力をご信頼申し上げると同時に、その歩みにどのように寄

り添うべきか、どのように支援すべきか、ということを考えております。 

 急性期に生じる多くの症状の回復には個人差があり、様々な回復の経過を示しま

す。私たちはその歩みを見守りながら、必要な時に手をさしのべることが出来るよう

な支援を行いたいと考えています。また被災者を支えている地元の医療、援助関係

者が、中長期的な「心のケア」を提供できるよう支援していきたいと思います。 

 そのためには適切な情報を提供し、復旧、援助、医療にあたられている方々が被

災者のお気持ちを十分にくみ取って活動できるような基盤を作ることが必要です。 

 そこで私たちは、精神・神経分野のナショナルセンターとしての使命を果たすべく、

ここに支援医療関係者向けのメンタルヘルスに関する情報サイトを開設する予定で

す。この内容は、ペルー大使公邸人質事件、和歌山カレー毒物混入事件、新潟中越

大地震、などの様々な自然及び人的災害に専門家を派遣してきた経験を反映したも

のです。 

 最後に一日も早い災害からの復興を心より祈念いたします。 

平成23年3月14日

独立行政法人国立精神・神経医療研究センター総長

樋口 輝彦

東北地方太平洋沖地震メンタルヘルス情報サイト

東北地方太平洋沖地震に係るセンターの対応について

医療関係者向け

ホーム ＞ 東北地方太平洋沖地震メンタルヘルス情報サイト

急性期のこころのケアについて（2011.3.16更新）（PDF） ■

災害救援者メンタルヘルス・マニュアル（2011.3.31更新）（PDF・HTML） ■

死亡告知・遺体確認における遺族への心理的ケアダイジェスト（2011.3.30更新）

（PDF・HTML） 

■

心のケアチームマニュアル（2011.4.25更新）（PDF） ■

災害時地域精神保健医療活動のガイドライン（2011.3.16更新）（PDF） ■

災害精神保健医療マニュアル：東北関東大震災対応版（2011.3.16更新）（PDF） ■

マニュアル解説スライド(医療関係者用）（2011.3.16更新）（PDF） ■

原子力災害の心のケア（原子力安全協会より提供）（2011.3.17更新）（PDF） ■

災害時地域精神保健医療活動ロードマップ（2011.3.16更新）（PDF） ■

災害被災者の不眠症への対応（2011.4.6更新）（PDF・HTML） ■

被災者の飲酒問題への対応（2011.4.5更新）（PDF・HTML） ■

死亡告知・遺体確認における遺族への心理的ケア（2011.3.30更新）（PDF・HTML） ■

災害・紛争等緊急時における精神保健・心理社会的支援に関するIASCガイドラ

イン（2011.4.25更新）（PDF） 

■

災害・紛争等人道的緊急時における精神保健・心理社会的支援（保健医療版） 

（PDF）

■

個人情報取り扱いについて 

治験や臨床研究に協

力してくださる方へ 

 

携帯サイトができ

ました。 

詳しくはこちら。 

イベント情報

医療活動

研究活動

研修活動

情報公開

産官学連携

各種委員会

調達情報

職員募集

図書情報

文字サイズホーム サイトマップ リンク English 
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[ TOPへ戻る ]

記入シート等

一般向け説明用

こころの健康を守るために（厚生労働省）  

関係学会・団体リンク

社団法人日本精神神経学会  

日本トラウマティック・ストレス学会  

社団法人日本精神科病院協会  

参考となるリンク集

精神医療支援 内科医のための災害医療活動 精神医療支援 日本内科学会  

サイコロジカル・ファーストエイド 実施の手引き第２版日本語版  

全国精神保健福祉センター長会  

社団法人日本精神保健福祉士協会 災害支援ガイドライン  

日本赤十字社 こころのケア活動  

日本精神衛生学会  

多文化間精神医学会  

メンタルヘルスケア協議会  

社団法人日本心理学会．東北関東大震災関連ページ  

日本心理臨床学会 緊急刊行「危機への心理支援学」オンライン版  

独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 成人精神研

究部ガイドラインページ  

被災認知症支援マニュアル（2011.5.12更新）（医療用・介護用） ■

災害 子どもの悲嘆ガイドブック（教育者、保護者向け）（2011.6.10更新）（PDF）  ■

災害 子どもの心のケア（一般支援者向け）（2011.3.18更新 3.29名称変更）（PDF） ■

災害 被災した子どもを支援する方々へ（医療者、教育者向け）（2011.3.29更新）

（PDF） 

■

災害 子どものトラウマ支援5原則（2011.3.18更新）（PDF） ■

災害 子どもの保護者向けリーフレット（2011.3.18更新）（PDF） ■

災害 障害児への対応の手引き（2011.3.18更新）（PDF） ■

災害 発達障害をもつ保護者の方へ（2011.3.18更新）（PDF） ■

診断病名シート（2011.4.20更新）（PDF・HTML） ■

（抜粋）災害直後見守り必要性のチェックリスト（2011.3.16更新）（PDF） ■

ガイドライン解説スライド（一般向け説明用）（2011.3.16更新）（PDF） ■

ほっと安心手帳（内閣府）（2011.5.10更新）（PDF） ■
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資料 45

独立行政法人国立精神・神経医療研究セン
ター組織規程（抄）





独立行政法人国立精神・神経医療研究センター組織規程(平成22年規程第2号 （抄））

第７節 病院

第１款 病院の組織

（病院の院長及び副院長）

第１４３条 病院に、院長及び副院長を置く。

２ 院長は、病院の業務を掌理する。

３ 副院長は、上司の命を受け、院長を補佐し、病院の業務を整理する。

（特命副院長）

第１４４条 前条の規定によるほか、特命副院長（関係のある他の職を占める者をもって

充てられるものとする ）を置くことができる。。

２ 特命副院長は、上司の命を受け、特命事項に関する業務を総括整理する。
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資料 46

事務部門の組織について





併
任

監 査 係 長

整 備 係 長

診 療 報 酬 指 導 係 長

医 事 係 長
司 書

総 務 部 長

文 書 管 理 係 長

契 約 係 長

（
事
務
部
門
） 医 事 専 門 職

患 者 相 談 専 門 職

人 事 係 長

入 院 ・ 外 来 係 長

研 究 係 長

経 理 係 長

財 務 管 理 係 長

企 画 調 整 係 長

図 書 館 長

企 画 医 療 研 究 課 長

人 事 課 長

シ ス テ ム 管 理

医 療 情 報

医 療 係 長

財 務 経 理 課 長財 務 経 理 部 長

医 事 室 長

業 績 評 価 係 長

経 営 係 長

管 財 係 長

運
営

会
議

労 務 管 理 室 長

企 画 調 整 職

企 画 経 営 部 長

精 神 保 健 研 究 所 長

総 務 課 長

企 画 経 営 課 長

職 員 係 長

広 報 係 長

事 務 室 長

図 書 館 長 補 佐

総 務 係 長

事 務 室 長

研 究 所 事 務 係 長

調 達 企 画 専 門 職

情 報 管 理 室 長

理
事

長

神 経 研 究 所 長

給 与 係 長

研 究 所 事 務 係 長

監
事

診 療 記 録 管 理 係

診 療 情 報 管 理 士

（
平
成
２
３
年
３
月
３
１
日
現
在
）

職 員 研 修 係 長

厚 生 係 長

監 査 室 長
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資料 47

病院経営説明会資料





セ
ン
タ
病
院
の
財
務
状
況

セ
ン
タ
ー
病
院
の
財
務
状
況

我
々
は
ど
の
よ
う
に
努
力
し
た
ら
良
い
の
か

～
我
々
は
ど
の
よ
う
に
努
力
し
た
ら
良
い
の
か
～

平
成
２
３
年
２
月
８
日

平
成
２
３
年
２
月
８
日

企
画
経
営
部

1
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は
じ
め
に

＜
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
重
大
ト
ピ
ッ
ク
＞

平
成
２
２
年
度
よ
り
・
・
・
独
立
行
政
法
人
化

１
法
人
で
の
独
立
採
算
が
求
め
ら
れ
る
！

１
法
人
で
の
独
立
採
算
が
求
め
ら
れ
る
！

・
従
来
は
、
診
療
収
入
に
関
係
な
く
（
収
入
以
上
の
）
支
出
も
可
能

・
今
年
度
以
降
は
、
支
出
＞
収
入
は
倒
産
（
組
織
廃
止
）
に
繋
が
る
・
・
・

・
設
備
投
資
は
自
前
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・
民
間
病
院
に
比
べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
（
Ｎ
Ｃ
で
あ
る
か
ら
）

・
ど
の
よ
う
な
努
力
が
必
要
か
？

本
日
は
、
財
務
諸
表
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
損
益
計
算
書
）
を
基

に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
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何
を
知
る
必
要
が
あ
る
か
？

・
経
営
の
現
状

・
実
情
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
出
入
り
＝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）

・
健
全
性
の
度
合
い
（
持
続
可
能
性
、
将
来
性
＝
損
益
計
算
）

健
全
性
の
度
合
い
（
持
続
可
能
性
、
将
来
性
損
益
計
算
）

・
客
観
的
な
評
価
・
位
置

他
者
と
の
比
較
（
民
間
病
院
等
と
同
等
の
競
争
条
件
設
定
）

・
他
者
と
の
比
較
（
民
間
病
院
等
と
同
等
の
競
争
条
件
設
定
）

・
生
産
性
の
比
較
（
マ
ン
パ
ワ
ー
一
人
当
た
り
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

等
）

・
目
標
と
す
べ
き
レ
ベ
ル

目
標
と
す
き
レ
ル

・
上
記
の
分
析
を
基
に
考
え
よ
う

そ
の
際
に
Ｎ
Ｃ
の
特
性
を
十
分
考
慮
に
入
れ
る
必
要
あ
り

・
そ
の
際
に
Ｎ
Ｃ
の
特
性
を
十
分
考
慮
に
入
れ
る
必
要
あ
り

3
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損
益
計
算
書
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
の
相
違
点

基
本
的
性
格

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
実
際
の
金
の
出
入
り
を
示
す
（
赤
字
に
な

れ
ば
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
）
の
に
対
し
損
益
計
算
は
将
来
に

れ
ば
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
）
の
に
対
し
損
益
計
算
は
将
来
に

向
け
て
の
運
営
の
健
全
性
評
価
を
示
す
（
収
支
０
で
あ
れ
ば
借

金
も
返
し
つ
つ
将
来
の
施
設
設
備
の
更
新
が
可
能
で
あ
る
）
と

金
も
返
し
つ
つ
将
来
の
施
設
、
設
備
の
更
新
が
可
能
で
あ
る
）
と

い
う
違
い
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
黒
字
（
翌

年
へ
の
繰
越
金
が
あ
る
）
で
も
損
益
計
算
が
赤
字
に
な
る
場
合

年
へ
の
繰
越
金
が
あ
る
）
で
も
、
損
益
計
算
が
赤
字
に
な
る
場
合

が
あ
る
（
当
セ
ン
タ
ー
が
そ
う
で
あ
る
）
。
従
っ
て
、
損
益
計
算
書
で

の
黒
字
化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
区
分
経
理

の
黒
字
化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
区
分
経
理

が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
セ
ン
タ
ー
全
体
の
損
益
計
算
と
し
て
評

価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

4
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ま
ず
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を

・
最
も
基
本
的
な
経
営
状
況
の
理
解

・
家
計
と
同
じ

・
赤
に
な
れ
ば
給
料
そ
の
他
必
要
な
払
い
が
行
え
な
い

・
赤
に
な
れ
ば
給
料
そ
の
他
必
要
な
払
い
が
行
え
な
い

・
借
金
す
る
か
破
産
と
な
る

・
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
性
を
教
え
て
は
く
れ
な
い

・
損
益
計
算
書
を
見
る
こ
と
が
必
要
（
後
述
）

5
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Ｃ
Ｆ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）
）

平
成
２
２
年
度
資
金
計
画

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

資
金
支
出

2
3,
1
01

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

1
0,
8
56

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

2
,5
8
2

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

1
38
2

■
当
該
年
度
の
資
金
（
お
金
）
の
出
と

入
を
示
し
た
も
の

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

1
,3
8
2

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

5
,4
3
9

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

5
06

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

1
91

そ
の
他
の
支
出

7
55

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

1
1
5
77

入
を
示
し
た
も
の

■
「
業
務
活
動
」
、
「
投
資
活
動
」
、
「
財

務
活
動
」
の
３
区
分
で
算
出

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

1
1,
5
77

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

2
07

次
年
度
へ
の
繰
越
金

4
62

資
金
収
入

2
3,
1
01

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

1
0
8
45

務
活
動
」
の
３
区
分
で
算
出

■
「
次
年
度
へ
の
繰
越
金
」
が
、
当
該

年
度
末
の
資
金
残
高
で
あ
り
、

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

1
0,
8
45

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

4
,5
9
5

補
助
金
に
よ
る
収
入

2
40

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

3
82

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

6
63

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

4
92
2

『
「
次
年
度
へ
の
繰
越
金
」
－
「
前
年
度

よ
り
の
繰
越
金
」
』
が
、
当
該
年
度
の
資

金
の
増
減
額
と
な
り
ま
す
。

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

4
,9
2
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

6

そ
の
他
の
収
入

3
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

1
,6
1
8

施
設
費
に
よ
る
収
入

1
,6
1
8

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
05

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
05

そ
の
他
の
収
入

8
05

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

9
,8
3
3

6
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Ｃ
Ｆ
・
支
出
の
部
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

セ
ン
タ
ー
本
業
に
よ
る
資
金
の
出

研
究
（
研
究
所
等
）
、
臨
床
研
究
（
病
院
等
）
、
診
療

（
病
院
）
教
育
研
修
（
研
究
所
等
）
情
報
発
信
（

区
別

金
額

資
金
支
出

2
3
,
1
0
1

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

1
0
,
8
5
6

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

2
58
2

（
病
院
）
、
教
育
研
修
（
研
究
所
等
）
、
情
報
発
信
（
セ
ン

タ
ー
）
、
そ
の
他
（
セ
ン
タ
ー
）

臨
床
研
究
に
係
る
資
金
の
出

・
人
件
費
（
Ｄ
ｒ
Ｎ
ｓ
Ｃ
ｏ
－
Ｍ
ｅ
等
・
・
・
按
分
）

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

2
,
5
8
2

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

1
,
3
8
2

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

5
,
4
3
9

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

5
0
6

病
院
運
営
に
係
る
資
金
の
出

・
人
件
費
（
Ｄ
ｒ．
、
Ｎ
ｓ
．
、
Ｃ
ｏ
－
Ｍ
ｅ
．
等
事
務
部
門
（
医

・
人
件
費
（
Ｄ
ｒ．
、
Ｎ
ｓ
．
、
Ｃ
ｏ
－
Ｍ
ｅ
．
等
・
・
・
按
分
）

・
材
料
費
、
委
託
費
、
賃
借
料
等

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

5
0
6

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

1
9
1

そ
の
他
の
支
出

7
5
5

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

1
1
5
7
7

資
産
取
得
・
資
金
運
用
に
よ
る
資
金
の
出

件
費
（

、
、

等
事
務
部
門
（
医

事
室
を
除
く
。
）
は
按
分
）

・
材
料
費
、
委
託
費
、
賃
借
料
等

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

1
1
,
5
7
7

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

2
0
7

次
年
度
へ
の
繰
越
金

4
6
2

資
産
取
得
資
金
運
用
に
よ
る
資
金
の
出

建
物
、
医
療
機
器
等
の
取
得
、
定
期
預
金
の
預
入
等

資
金
調
達
に
よ
る
資
金
の
出

借
入
金
の
返
済
、
債
券
の
償
還
、
リ
ー
ス
債
務
の
償
還

等
新
病
棟
の
完
成
代
金
、
医

療
機
器
の
購
入
代
金
等

長
期
借
入
金
の
返
済
、
医

療
機
器
等
の
リ
ー
ス
料
金

等

上
記
業
務
に
含
ま
れ
な
い
資
金
の
出

・
支
払
利
息
支
払
等

療
機
器
の
購
入
代
金
等

等

は
、
セ
ン
タ
ー
病
院
に
関
す
る
資
金
の
動
き
を
示

し
て
い
ま
す
。
（
次
頁
も
同
。
）

7
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Ｃ
Ｆ
・
収
入
の
部
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

セ
ン
タ
ー
本
業
に
よ
る
資
金
の
入
り

運
営
費
交
付
金
（
主
に
研
究
所
）
、
補
助
金
（
今
年
度

は
病
院
）
、
研
究
（
研
究
所
等
）
、
臨
床
研
究
（
病
院
等
）
、

区
別

金
額

資
金
収
入

2
3
,
1
0
1

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

1
0
,
8
4
5

運
営
費
交
付
金
よ
る
収
入

4
59
5

は
病
院
）
、
研
究
（
研
究
所
等
）
、
臨
床
研
究
（
病
院
等
）
、

診
療
（
病
院
）
、
教
育
研
修
（
研
究
所
等
）
、
そ
の
他
（
セ

ン
タ
ー
）

神
経
難
病
患
者
在
宅
医
療
支
援
経
費
、
精
神
医
療
経
費

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

4
,
5
9
5

補
助
金
に
よ
る
収
入

2
4
0

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

3
8
2

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

6
6
3

医
療
観
察
法
病
棟
の
負
担
金

治
験
受
託
研
究
競
争
的
資
金
の
間
接
経
費
等
に
よ
る
収
入

外
部
研
究
委
託
費
等
に
よ
る
収
入

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

6
6
3

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

4
,
9
2
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

6

そ
の
他
の
収
入

3
6

治
験
、
受
託
研
究
、
競
争
的
資
金
の
間
接
経
費
等
に
よ
る
収
入

病
院
本
業
（診
療
行
為
）に
よ
る
収
入

入
院
診
療
収
入
、
外
来
診
療
収
入
、
文
書
料
等

そ
の
他
の
収
入

3
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

1
,
6
1
8

施
設
費
に
よ
る
収
入

1
,
6
1
8

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
0
5

設
備
投
資
・
資
金
運
用
に
よ
る
資
金
の
入
り

土
地
・
建
物
貸
付
料
、
宿
舎
貸
与
料
等

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
0
5

そ
の
他
の
収
入

8
0
5

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

9
,
8
3
3

施
設
費
補
助
金
（
主
に
研
究
所
）
、
定
期
預
金
の
払
い
戻

し
等

資
金
調
達
に
よ
る
資
金
の
入
り

資
金
調
達
に
よ
る
資
金
の
入
り

借
入
金
の
借
入
、
債
券
発
行
に
よ
る
収
入
等

国
か
ら
承
継
し
た
債
権
（
平
成
２
２
年
２
月
、
３
月

の
診
療
収
入
）
に
よ
る
収
入

8
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Ｃ
Ｆ
・
年
度
計
画
に
基
づ
く
平
成
２
２
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
決
算
見
込
（
第
１
表
）

平
成
２
２
年
度
決
算
見
込

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

資
金
支
出

1
3,
7
46

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

5
,5
8
9

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

給
与
費
(3
,5
78
)、
材
料
費
(8
88

)、
委
託
費

(4
79

)、
設
備
関
係
費
(3
60

)、
経
費
(2
83

)
臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

5
,5
8
8

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

0

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

0

そ
の
他
の
支
出

1

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

7
06
6

(4
79

)、
設
備
関
係
費
(3
60

)、
経
費
(2
83

)

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

7
,0
6
6

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

0

次
年
度
へ
の
繰
越
金

1
,0
9
1

資
金
収
入

1
3,
7
46

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

5
25
8

繰
越
金
の
う
ち
２
３
年
５
月
支
払
予
定
の
補
正

予
算
繰
越
分
(5
24

)

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

5
,2
5
8

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

9
8

補
助
金
に
よ
る
収
入

1
12

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

5
02
2

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

5
,0
2
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

0

そ
の
他
の
収
入

2
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0

施
設
費
に
よ
る
収
入

0

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
21

診
療
収
入
(4
,8
94
)、
特
室
料
(5
1)
、
文
書
料

(3
3)
、
そ
の
他
(4
4)
 

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
21

そ
の
他
の
収
入

8
21

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

7
,6
6
7

9
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民
間
病
院
と
の
比
較
は
可
能
か
？

・
現
在
（
年
度
計
画
）
の
や
り
方
で
は
不
可
能

・
病
院
の
収
入
・
支
出
の
う
ち
診
療
業
務
収
入
・
支
出
に
含

ま
れ
な
い
も
の
が
あ
る

ま
れ
な
い
も
の
が
あ
る

・
病
院
建
設
の
借
金
の
多
く
が
免
除
さ
れ
て
い
る

・
こ
れ
ら
を
修
正
し
て
比
較
し
よ
う

・
た
だ
し
、
Ｎ
Ｃ
の
特
性
は
別
途
考
慮
す
る
必
要
あ
り
（
研
究
、

教
育
情
報
発
信
等
）

教
育
、
情
報
発
信
等
）

・
生
産
性
の
分
析
は
今
後
の
課
題

10
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Ｃ
Ｆ
・
民
間
病
院
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
平
成
２
２
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
決
算
見

込
（
第
２
表
）

平
成
２
２
年
度
決
算
見
込

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
レ
ジ
デ
ン
ト
の
給

与
を
計
上
(2
15

)

資
金
支
出

1
3,
8
47

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
,4
1
1

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

与
を
計
上
(2
15

)
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
事
務
部
門
の
給
与
を

病
院
と
研
究
所
の
職
員
割
合
で
計
上
(3
54

)
給
与
費
を
発
令
ベ
ー
ス
に
置
き
換
え
て
計

上
(1
03

)
臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

6
,4
1
0

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

0

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

0

そ
の
他
の
支
出

1

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

7
06
6

共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
長
期
借
入
金
（
新
棟
の

上
(1
03

)
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
病
院
職
員
の
退
職
金

を
計
上
(1
50

)

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

7
,0
6
6

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
72

次
年
度
へ
の
繰
越
金

△
3
0
2

資
金
収
入

1
3,
8
47

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

5
35
9

建
設
費
用
等
）
を
全
額
承
継
し
た
場
合
の
元
金

及
び
利
息
を
計
上
(6
72

)

繰
越
金
の
う
ち
２
３
年
月
支
払
予
定
の
補
正

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

5
,3
5
9

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

9
8

補
助
金
に
よ
る
収
入

1
12

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

9
6

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

5
02
2

臨
床
研
究
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
治
験
や
競
争
的
資

繰
越
金
の
う
ち
２
３
年
５
月
支
払
予
定
の
補
正

予
算
繰
越
分
(5
24

)

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

5
,0
2
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

5

そ
の
他
の
収
入

2
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0

施
設
費
に
よ
る
収
入

0

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
21

教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
病
院
に
か
か
る
受

託
研
修
収
益
を
計
上
(5
)

臨
床
研
究
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
治
験
や
競
争
的
資

金
等
の
間
接
経
費
を
計
上
(9
6)

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

8
21

そ
の
他
の
収
入

8
21

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

7
,6
6
7

(
)

は
、
第
１
表
よ
り
も
増
加
す
る
額

支
出
（
1,
49
4）
、
収
入
（
10

1）
11
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Ｃ
Ｆ
・
平
成
２
３
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
計
画
見
込
（
第
３
表
）

平
成
２
３
年
度
計
画
見
込

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

資
金
支
出

7
,5
4
0

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
,0
3
5

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

給
与
費
(3
,7
14
)、
材
料
費
(1
,0
74

)、
委
託
費

(6
24

)、
設
備
関
係
費
(2
50

)、
経
費
(3
72

)
臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

6
,0
3
4

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

0

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

0

そ
の
他
の
支
出

1

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

6
01

(6
24

)、
設
備
関
係
費
(2
50

)、
経
費
(3
72

)

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

6
01

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

0

次
年
度
へ
の
繰
越
金

9
04

資
金
収
入

7
,5
4
0

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

6
44
9

繰
越
金
の
う
ち
２
３
年
５
月
支
払
予
定
の
補
正

予
算
繰
越
分
(5
24

)

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

6
,4
4
9

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

1

補
助
金
に
よ
る
収
入

0

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

6
41
2

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

6
,4
1
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

0

そ
の
他
の
収
入

3
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0

施
設
費
に
よ
る
収
入

0

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

0

診
療
収
入
(6
,1
97
)、
特
室
料
(1
23

)、
文
書
料

(4
1)
、
そ
の
他
(5
1)
 

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

0

そ
の
他
の
収
入

0

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

1
,0
9
1

12
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Ｃ
Ｆ
・
民
間
病
院
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
平
成
２
３
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
計
画
見

込
（
第
４
表
）

平
成
２
３
年
度
計
画
見
込

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
レ
ジ
デ
ン
ト
の
給

与
を
計
上
(2
15

)
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
事
務
部
門
の
給
与
を

病
院
と
研
究
所
の
職
員
割
合
で
計
上
(3
54

)

資
金
支
出

6
,2
4
8

業
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
,8
9
3

研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

病
院
と
研
究
所
の
職
員
割
合
で
計
上
(3
54

)
給
与
費
を
発
令
ベ
ー
ス
に
置
き
換
え
て
計

上
(1
03

)
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
病
院
職
員
の
退
職
金

を
計
上
(1
86

)
臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
支
出

0

診
療
業
務
に
よ
る
支
出

6
,8
9
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
支
出

0

情
報
発
信
業
務
に
よ
る
支
出

0

そ
の
他
の
支
出

1

投
資
活
動
に
よ
る
支
出

6
01

を
計
上
(1
86

)

繰
越
金
の
う
ち
２
３
年
５
月
支
払
予
定
の
補
正

予
算
繰
越
分
(5
24

)
投
資
活
動
に
よ
る
支
出

6
01

財
務
活
動
に
よ
る
支
出

6
73

次
年
度
へ
の
繰
越
金

△
1
,
9
19

資
金
収
入

6
,2
4
8

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

6
55
0

２
３
年
度
単
年
で
見
た
場
合
△
1,
08

4(
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
△
30
2、
補
正
予
算
繰
越

分
△
52
4を
除
く
)

業
務
活
動
に
よ
る
収
入

6
,5
5
0

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入

1

補
助
金
に
よ
る
収
入

0

研
究
業
務
に
よ
る
収
入

0

臨
床
研
究
業
務
に
よ
る
収
入

9
6

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

6
41
2

共
通
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
長
期
借
入
金
（
新
棟
の

建
設
費
用
等
）
を
全
額
承
継
し
た
場
合
の
元
金

及
び
利
息
を
計
上
(6
73

)

診
療
業
務
に
よ
る
収
入

6
,4
1
2

教
育
研
修
業
務
に
よ
る
収
入

5

そ
の
他
の
収
入

3
6

投
資
活
動
に
よ
る
収
入

0

施
設
費
に
よ
る
収
入

0

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

0

教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
病
院
に
か
か
る
受

託
研
修
収
益
を
計
上
(
)

臨
床
研
究
セ
グ
メ
ン
ト
か
ら
治
験
や
競
争
的
資

金
等
の
間
接
経
費
を
計
上
(9
6)

財
務
活
動
に
よ
る
収
入

0

そ
の
他
の
収
入

0

前
年
度
よ
り
の
繰
越
金

△
3
0
2

託
研
修
収
益
を
計
上
(5
)

13
は
、
第
３
表
よ
り
も
増
加
す
る
額

支
出
（
1,
53
1）
、
収
入
（
10

1）
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次
は
損
益
計
算
書
で
見
て
い
こ
う

・
経
営
の
健
全
性
が
わ
か
る

・
将
来
の
投
資
余
力
が
あ
る
か
否
か

・
経
常
収
支
が
黒
で
あ
れ
ば
go
od

!
・
経
常
収
支
が
黒
で
あ
れ
ば
go
od

!

・
黒
字
の
達
成
を
目
標
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う

・
損
益
計
算
書
（
Ｐ
Ｌ
）
の
見
方
は
勉
強
が
必
要

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
の
比
較

・
計
上
さ
れ
る
項
目
と
さ
れ
な
い
項
目
が
あ
る

・
計
上
さ
れ
る
項
目
と
さ
れ
な
い
項
目
が
あ
る

14
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Ｐ
Ｌ
（
損
益
計
算
書
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）
）

平
成
２
２
年
度
収
支
計
画

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

■
当
該
年
度
に
発
生
し
た
債
務
（
費
用
）
と

債
権
（
収
益
）
の
動
き
を
示
し
た
も
の

資
金
の
動
き
で
は
な
く
当
該
事
実
が
発
生
し
た
時
点

費
用
の
部

1
3
,0
0
1

経
常
費
用

1
2
,4
8
8

業
務
費
用

1
2
,4
3
9

給
与
費

6
,7
2
8

材
料
費

1
,3
8
2

資
金
の
動
き
で
は
な
く
、
当
該
事
実
が
発
生
し
た
時
点

で
当
該
費
用
、
収
益
を
認
識
す
る
（
発
生
主
義
）

（
例
：
診
療
３
月
・
入
金
５
月

→
３
月
で
収
益
認
識
、

納
品
３
月
・
支
払
５
月

→
３
月
で
費
用
認
識
）

委
託
費

1
,0
3
8

設
備
関
係
費

1
,0
9
5

そ
の
他

2
,1
9
6

財
務
費
用

4
4

そ
の
他
経
常
費
用

5
臨
時
損
失

5
1
3

■
「
経
常
費
用
」
、
「
臨
時
損
失
」
、
「
経
常
収

益
」
、
「
臨
時
利
益
」
の
４
区
分
で
算
出

■
資
金
の
動
き
を
伴
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て

臨
時
損
失

5
1
3

収
益
の
部

1
2
,1
5
0

経
常
収
益

1
1
,8
4
6

運
営
費
交
付
金
収
益

4
,3
6
9

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

8
9

資
動
を
伴
わ
な

費
用
又
は
収
益
と
し
て
認
識
す
る
も
の
が

あ
る

（
例
）

減
価
償
却
費
（
固
定
資
産
の
経
年
に
よ
る
資
産
価
値
減

資
産
見
返
運
営
費
交
付

戻
入

補
助
金
等
収
益

2
4
0

業
務
収
益

7
,1
1
1

医
業
収
益

5
,9
6
7

研
修
収
益

6
研
究
収
益

1
,1
2
6

そ
の
他

1
2

・
減
価
償
却
費
（
固
定
資
産
の
経
年
に
よ
る
資
産
価
値
減

分
の
費
用
化
）

・
固
定
資
産
除
却
損
（
解
体
撤
去
や
廃
棄
に
伴
い
滅
失

す
る
固
定
資
産
の
簿
価
分
を
費
用
化
す
る
も
の
）

不
良
債
権
と
な
る
診
療
収
益

そ
の
他

1
2

土
地
建
物
貸
与
収
益

1
3

宿
舎
貸
与
収
益

1
7

そ
の
他
経
常
収
益

6
臨
時
利
益

3
0
5

（
経
常
利
益
）

△
6
4
2

・
不
良
債
権
と
な
る
診
療
収
益
ｅ
ｔｃ

■
資
金
の
動
き
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
費
用

又
は
収
益
と
認
識
し
な
い
も
の
が
あ
る

固
定
資
産
（
高
額
な
建
物
医
療
機
器
等
）
の
取
得

（
経
常
利
益
）

△
6
4
2

純
利
益
（
当
期
純
利
益
）

△
8
5
1

目
的
積
立
金
取
崩
額

0

総
利
益
（
当
期
総
利
益
）

△
8
5
1

・
固
定
資
産
（
高
額
な
建
物
、
医
療
機
器
等
）
の
取
得

・
長
期
借
入
金
（
財
投
）
の
返
済

・
固
定
資
産
の
売
り
払
い
時
の
簿
価
分
ｅ
ｔｃ

15
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Ｐ
Ｌ
・
費
用
の
部
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

経
常
費
用

業
務
費
用
（
研
究
所
、
病
院
等
の
運
営
に
必
要
な
費

用
）
財
務
費
用
（
消
費
税
や
支
払
利
息
等
）
そ
の

費
用
の
部

1
3
,0
0
1

経
常
費
用

1
2
,4
8
8

業
務
費
用

1
2
4
3
9

用
）
、
財
務
費
用
（
消
費
税
や
支
払
利
息
等
）
、
そ
の

他
経
常
費
用
（
上
記
に
属
さ
な
い
費
用
）
で
構
成
さ
れ
る
、

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用

業
務
費
用

1
2
,4
3
9

給
与
費

6
,7
2
8

材
料
費

1
,3
8
2

委
託
費

1
,0
3
8

本
表
は
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
金
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
の
会
計
規
程
第
５
条
に
お
い
て
、
区
分
経
理
を

行
う
こ
と
と
規
定
し
て
お
り
、

・
研
究

設
備
関
係
費

1
,0
9
5

そ
の
他

2
,1
9
6

財
務
費
用

4
4

そ
の
他
経
常
費
用

5

研
究

・
臨
床
研
究

・
診
療
（
病
院
）

・
教
育
研
修

・
情
報
発
信

そ
の
他
経
常
費
用

5
臨
時
損
失

5
1
3

情
報
発
信

・
そ
の
他
（
役
員
や
事
務
部
門
（
医
事
室
を
除
く
）
等
の
管

理
部
門
）

に
分
け
て
経
理
し
て
い
ま
す
。

研
究
所
の
研
究
者
が
診
療
を
行
っ
た
り
、
違
う
区
分
で

同
じ
建
物
を
使
っ
た
り
と
一
区
分
で
完
結
し
な
い
費
用
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
勤
務
時
間
数
等
の
妥
当
と
考

え
ら
れ
る
計
数
で
按
分
し
た
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分

臨
時
損
失

固
定
資
産
除
却
費
等
の
固
定
資
産
を
処
分
す
る
こ
と
で

発
生
す
る
費
用
や
セ
ン
タ
ー
の
不
法
行
為
等
で
相
手
方

に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
賠
償
金
又
は
自
然
災
害
等

ら
れ
る
計
数
按
分

額
を
そ
れ
ぞ
れ

区
分

に
計
上
す
る
こ
と
で
整
理
し
て
い
ま
す
。

に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
賠
償
金
又
は
、
自
然
災
害
等

で
発
生
し
た
費
用
等
、
あ
る
事
業
年
度
だ
け
に
臨
時
的

に
発
生
す
る
費
用

16
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Ｐ
Ｌ
・
収
益
の
部
（
セ
ン
タ
ー
全
体
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

経
常
収
益

運
営
費
交
付
金
等
の
国
か
ら
資
金
を
措
置
さ
れ
る
収

益
（
主
に
研
究
所
）
、
業
務
収
益
（
研
究
所
、
病
院
等
の

営
益

貸
益

収
益
の
部

1
2
,1
5
0

経
常
収
益

1
1
,8
4
6

運
営
費
交
付
金
収
益

4
3
6
9

運
営
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
収
益
）
、
貸
与
収
益
（
主
に

病
院
）
、
そ
の
他
経
常
収
益
（
上
記
に
属
さ
な
い
収
益
）

で
構
成
さ
れ
る
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
に
よ
り
発
生

す
る
収
益

運
営
費
交
付
金
収
益

4
,3
6
9

資
産
見
返
運
営
費
交

付
金
戻
入

8
9

補
助
金
等
収
益

2
4
0

神
経
難
病
患
者
在
宅
医
療
支
援
経
費
、
精
神
医
療
経
費

医
療
観
察
法
病
棟
の
負
担
金

業
務
収
益

7
,1
1
1

医
業
収
益

5
,9
6
7

研
修
収
益

6
研
究
収
益

1
1
2
6

病
院
本
業
（診
療
行
為
）に
よ
る
収
益

入
院
診
療
収
益
、
外
来
診
療
収
益
、
文
書
料
等

研
究
収
益

1
,1
2
6

そ
の
他

1
2

土
地
建
物
貸
与
収
益

1
3

宿
舎
貸
与
収
益

1
7

売
店
へ
の
貸
付
料
、
職
員
宿
舎
の
貸
与
料
等

治
験
等
の
収
益

そ
の
他
経
常
収
益

6
臨
時
利
益

3
0
5

臨
時
利
益

固
定
資
産
売
却
益
や
貸
し
倒
れ
処
理
を
し
た
未
収
金
が

納
金

益
等

あ
収
納
さ
れ
た
と
き
又
は
、
引
当
金
の
戻
入
益
等
の
、
あ
る

事
業
年
度
だ
け
に
臨
時
的
に
発
生
す
る
収
益

国
か
ら
承
継
し
た
固
定
資
産
と
な
ら
な

い
物
品
の
承
継
額

17
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Ｐ
Ｌ
・
年
度
計
画
に
基
づ
く
平
成
２
２
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
決
算
見
込
（
第
５
表
）
及
び
民
間

病
院
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
平
成
２
２
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
決
算
見
込
（
第
６
表
）

平
成
２
２
年
度
決
算
見
込
（
第
５
表
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

平
成
２
２
年
度
決
算
見
込
（
第
６
表
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

費
用
の
部

7
,0
8
5

経
常
費
用

6
,8
4
2

業
務
費
用

6
,8
4
1

給
与
費

3
,6
9
5

材
料
費

1
,0
7
3

委
託
費

5
7
9

費
用
の
部

8
,1
8
2

経
常
費
用

7
,9
3
9

業
務
費
用

7
,6
6
3

給
与
費

4
,5
1
7

材
料
費

1
,0
7
3

委
託
費

5
7
9

レ
ジ
デ
ン
ト
給
与
(2
15
)、
事
務
部

門
の
給
与
(3
54
)、
発
令
ベ
ー
ス

に
置
き
換
え
(1
03
、
病
院
職
員
の

委
託
費

5
7
9

設
備
関
係
費

1
,1
6
5

そ
の
他

3
2
9

財
務
費
用

0
そ
の
他
経
常
費
用

1
臨
時
損
失

2
4
3

委
託
費

5
7
9

設
備
関
係
費

1
,1
6
5

そ
の
他

3
2
9

財
務
費
用

2
7
6

そ
の
他
経
常
費
用

1
臨
時
損
失

2
4
3

退
職
手
当
(1
50
)

長
期
借
入
金
を
全
額
承
継
し
た

場
合
の
利
息
(2
76
) 

収
益
の
部

6
,2
8
4

経
常
収
益

6
,2
8
4

運
営
費
交
付
金
収
益

9
8

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

0
補
助
金
等
収
益

1
1
2

臨
時
損
失

収
益
の
部

6
,3
8
6

経
常
収
益

6
,3
8
5

運
営
費
交
付
金
収
益

9
8

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

0
補
助
金
等
収
益

1
1
2

補
助
金
等
収
益

1
1
2

業
務
収
益

6
,0
3
9

医
業
収
益

6
,0
3
7

研
修
収
益

0
研
究
収
益

0
そ
の
他

2

補
助
金
等
収
益

1
1
2

業
務
収
益

6
,1
4
1

医
業
収
益

6
,0
3
7

研
修
収
益

5
研
究
収
益

9
6

そ
の
他

2

受
託
研
修
収
益
を
計
上
(5
) 

治
験
や
競
争
的
資
金
の
間
接
経

そ
の
他

土
地
建
物
貸
与
収
益

1
6

宿
舎
貸
与
収
益

1
8

そ
の
他
経
常
収
益

1
臨
時
利
益

1
（
経
常
利
益
）

△
5
5
8

そ
の
他

2
土
地
建
物
貸
与
収
益

1
6

宿
舎
貸
与
収
益

1
8

そ
の
他
経
常
収
益

1
臨
時
利
益

1
（
経
常
利
益
）

△
1
,5
54

費
を
計
上
(9
6)
 

純
利
益
（
当
期
純
利
益
）

△
8
0
1

目
的
積
立
金
取
崩
額

0
総
利
益
（
当
期
総
利
益
）

△
8
0
1

純
利
益
（
当
期
純
利
益
）

△
1
,7
97

目
的
積
立
金
取
崩
額

0
総
利
益
（
当
期
総
利
益
）

△
1
,7
97

※
設
備
関
係
費
の
う
ち
減
価
償
却
費

75
8

※
設
備
関
係
費
の
う
ち
減
価
償
却
費

75
8

18

290



Ｐ
Ｌ
・
平
成
２
３
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
計
画
見
込
（
第
７
表
）
及
び
民
間
病
院
と
の

比
較
を
目
的
と
し
た
平
成
２
３
年
度
の
セ
ン
タ
ー
病
院
分
の
計
画
見
込
（
第
８
表
）

平
成
２
３
年
度
計
画
見
込
（
第
７
表
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

平
成
２
３
年
度
計
画
見
込
（
第
８
表
）

（
単
位
：
百
万
円
）

区
別

金
額

費
用
の
部

7
,0
9
9

経
常
費
用

7
,0
9
9

業
務
費
用

7
,0
9
8

給
与
費

3
,7
5
2

材
料
費

1
,1
4
6

委
託
費

6
3
0

費
用
の
部

8
,2
2
0

経
常
費
用

8
,2
2
0

業
務
費
用

7
,9
5
6

給
与
費

4
,6
1
0

材
料
費

1
,1
4
6

委
託
費

6
3
0

レ
ジ
デ
ン
ト
給
与
(2
15
)、
事
務
部

門
の
給
与
(3
54
)、
発
令
ベ
ー
ス

に
置
き
換
え
(1
03
、
病
院
職
員
の

委
託
費

6
3
0

設
備
関
係
費

1
,1
8
9

そ
の
他

3
8
1

財
務
費
用

0
そ
の
他
経
常
費
用

1
臨
時
損
失

0

委
託
費

6
3
0

設
備
関
係
費

1
,1
8
9

そ
の
他

3
8
1

財
務
費
用

2
6
3

そ
の
他
経
常
費
用

1
臨
時
損
失

0

退
職
手
当
(1
86
)

長
期
借
入
金
を
全
額
承
継
し
た

場
合
の
利
息
(2
63
) 

臨
時
損
失

収
益
の
部

6
,4
4
0

経
常
収
益

6
,4
4
0

運
営
費
交
付
金
収
益

1
資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

0
補
助
金
等
収
益

0

臨
時
損
失

収
益
の
部

6
,5
4
1

経
常
収
益

6
,5
4
1

運
営
費
交
付
金
収
益

1
資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入

0
補
助
金
等
収
益

0
補
助
金
等
収
益

0
業
務
収
益

6
,4
0
4

医
業
収
益

6
,4
0
2

研
修
収
益

0
研
究
収
益

0
そ
の
他

2

補
助
金
等
収
益

0
業
務
収
益

6
,5
0
5

医
業
収
益

6
,4
0
2

研
修
収
益

5
研
究
収
益

9
6

そ
の
他

2

受
託
研
修
収
益
を
計
上
(5
) 

治
験
や
競
争
的
資
金
の
間
接
経

そ
の
他

2
土
地
建
物
貸
与
収
益

1
6

宿
舎
貸
与
収
益

1
8

そ
の
他
経
常
収
益

1
臨
時
利
益

0
（
経
常
利
益
）

△
6
6
0

そ
の
他

2
土
地
建
物
貸
与
収
益

1
6

宿
舎
貸
与
収
益

1
8

そ
の
他
経
常
収
益

1
臨
時
利
益

0
（
経
常
利
益
）

△
1
,6
79

費
を
計
上
(9
6)
 

純
利
益
（
当
期
純
利
益
）

△
6
6
0

目
的
積
立
金
取
崩
額

0
総
利
益
（
当
期
総
利
益
）

△
6
6
0

※
設
備
関
係
費
の
う
ち
減
価
償
却
費

93
8

※
設
備
関
係
費
の
う
ち
減
価
償
却
費

93
8

純
利
益
（
当
期
純
利
益
）

△
1
,6
79

目
的
積
立
金
取
崩
額

0
総
利
益
（
当
期
総
利
益
）

△
1
,6
79

19

291



平
成
２
３
年
度
セ
ン
タ
ー
病
院
の
Ｐ
Ｌ
・
Ｃ
Ｆ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の
医
業
収
益
の
各
項
目

に
係
る
積
算
内
訳
に
つ
い
て

・
入
院
診
療
収
益
・
・
・
「
平
成
２
３
年
度
各
病
棟
の
目
標
患
者
数
（
案
）
」
に
よ
り
以
下
の
病

床
利
用
率
に
よ
り
算
出

床
利
用
率
に
よ
り
算
出

精
神
科
病
棟
１
２
４
床
（
８
８
．
６
％
）
、
一
般
病
棟
（
筋
ジ
ス
含
）
１
５
４
床
（
７
７
．
０
％
）
、

重
心
病
棟
５
９
床
（
９
８
．
３
％
）
、
医
療
観
察
法
病
棟
５
８
床
（
８
７
．
９
％
）
、

合
計
３
９
５
床
（
８
４
４
％
）

合
計
３
９
５
床
（
８
４
．
４
％
）

ま
た
、
診
療
単
価
に
つ
い
て
は
２
２
年
４
月
～
１
２
月
ま
で
の
実
績
に
よ
り
平
均
単
価
を
求
め

て
算
出

精
神
（
１
９
６
７
４
点
）
一
般
（
４
５
５
３
８
点
）
筋
ジ
ス
（
３
９
１
６
０
点
）

精
神
（
１
，
９
６
７
．
４
点
）
、
一
般
（
４
，
５
５
３
．
８
点
）
、
筋
ジ
ス
（
３
，
９
１
６
．
０
点
）
、

重
心
（
３
，
４
８
２
．
８
点
）
、
医
療
観
察
法
（
５
，
５
７
５
．
９
点
）

外
来
診
療
収
益

患
者
数
に
つ
い
て
は
２
２
年
４
月
１
２
月
ま
で
の
平
均
患
者
数

・
外
来
診
療
収
益
・
・
・
患
者
数
に
つ
い
て
は
２
２
年
４
月
～
１
２
月
ま
で
の
平
均
患
者
数

（
４
５
０
．
９
名
）
と
し
て
い
る
。
診
療
単
価
も
同
様
に
１
２
月
ま
で
の
平
均
単
価
（
９
６
６
点
）
に

よ
り
算
出

・
室
料
差
額
収
益
・
・
・
１
２
月
の
実
績
（
約
10
百
万
円
）
を
置
き
算
出

・
保
健
予
防
活
動
収
益
・
・
・
２
２
年
４
月
～
１
２
月
ま
で
の
平
均
に
よ
り
算
出

算
・
文
書
料
、
そ
の
他
・
・
・
２
２
年
４
月
～
１
２
月
ま
で
の
平
均
に
よ
り
算
出

20
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お
さ
ら
い

★
Ｃ
Ｆ
と
Ｐ
Ｌ
の
相
違
点

事
項

Ｃ
Ｆ

Ｐ
Ｌ

資
金
移
動
時

費
用
、
収
益
の
発
生
時

認
識
時
点

（
診
療
費
を
収
納
し
た
、
物
品

代
金
を
支
払
っ
た
）

（
診
療
を
行
っ
た
、
物
品
を
受
け

取
っ
た
）

減
価
償

認
識
な

認
識
す
る

認
識
の
異
な

る
主
な
項
目

減
価
償

却
費

認
識
し
な
い

認
識
す
る

借
入
金

の
返
済

認
識
す
る

認
識
し
な
い

る
主
な
項
目

の
返
済

認
識
す
る

認
識
し
な
い

資
産
の

購
入

認
識
す
る

認
識
し
な
い

見
れ
る
こ
と

支
払
能
力

（
資
金
力
）

当
該
事
業
年
度
の
頑
張
っ
た
度

※
Ｃ
Ｆ
は
▲
で
倒
産
、
Ｐ
Ｌ
は
単
年
度
▲
で
は
潰
れ
な
い
が
、
続
け
ば
自
ず
と
Ｃ
Ｆ
も
▲
と
な
る
。

21

293



（
参
考
１
）
平
成
２
２
年
度
（
年
度
計
画
、
年
度
末
見
込
）
及
び
２
３
年
度
（
見
込
）
病
院
部
門

の
財
務
諸
表
に
つ
い
て

○
平
成
２
２
及
び
２
３
年
度
の
病
院
部
門
（
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
診
療
１
及
び
診
療
２
）
の
決
算
状
況
を
以
下
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
を
第
１
表
か
ら
第
８
表
に
示
し
た
。

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
（
第
１
表
、
第
２
表
、
第
３
表
、
第
４
表
）

②
損
益
計
算
書
（
第
５
表
、
第
６
表
、
第
７
表
、
第
８
表
）

上
記
の
算
定
に
あ
た
り
、
別
添
の
「
各
勘
定
科
目
に
計
上
し
て
い
る
内
容
一
覧
」
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

以
下
に
よ
り
①
キ
ャ
シ
フ
ロ
計
算
書
（
第
１
４
表
）
と
②
損
益
計
算
書
（
第
５
８
表
）
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
表
と
な
て
い
る

以
下
に
よ
り
、
①
キ
ャ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
（
第
１
～
４
表
）
と
②
損
益
計
算
書
（
第
５
～
８
表
）
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
表
と
な
っ
て
い
る
。

（
第
１
表
及
び
第
５
表
）
平
成
２
２
年
度
決
算
見
込
み

こ
の
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
月
次
決
算
を
実
施
し
た
実
績
（
４
月
～
１
１
月
）
の
う
ち
、
病
院
部
門
（
診
療
１
及
び
診
療
２
）
に
係
る
実
績
を
置
き
、
１
２
月
以
降
に
つ
い

て
は
別
添
の
「
各
勘
定
科
目
に
計
上
し
て
い
る
内
容
一
覧
」
に
よ
り
１
２
月
は
実
績
見
込
み
、
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

第
１
表
及
び
第
４
表
に
つ
い
て
は
月
次
決
算
を
行
っ
て
る
も
の
と
同
様
に
通
常
の
診
療
に
か
か
る
収
益
及
び
費
用
を
算
出
し
て
い
る
。

第
１
表
及
び
第
４
表
に
つ
い
て
は
、
月
次
決
算
を
行
っ
て
る
も
の
と
同
様
に
、
通
常
の
診
療
に
か
か
る
収
益
及
び
費
用
を
算
出
し
て
い
る
。

（
第
２
表
及
び
第
６
表
）
、
（
第
４
表
及
び
第
８
表
）
民
間
病
院
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
も
の

上
記
の
（
第
１
表
及
び
第
４
表
）
、
下
記
の
（
第
３
表
及
び
第
７
表
）
を
も
と
に
、
以
下
の
変
更
点
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

＜
収
益
＞

・
受
託
研
修
収
益
の
う
ち
、
看
護
師
等
の
学
校
、
養
成
所
の
学
生
の
実
習
経
費
に
か
か
る
収
入
を
計
上
（
教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

・
医
療
技
術
開
発
等
研
究
収
益
の
う
ち
、
治
験
や
競
争
的
資
金
の
間
接
経
費
を
計
上
（
臨
床
研
究
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

＜
費
用
＞

・
レ
ジ
デ
ン
ト
医
の
給
与
を
計
上
（
教
育
研
修
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

・
事
務
部
門
の
給
与
を
計
上
。
な
お
算
出
に
あ
た
っ
て
は
病
院
と
研
究
所
の
職
員
の
割
合
に
よ
る
。
（
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

・
給
与
費
に
つ
い
て
発
令
ベ
ー
ス
で
計
上

病
院
職
員
の
退
職
手
当
を
計
上
（
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

・
病
院
職
員
の
退
職
手
当
を
計
上
（
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

・
支
払
利
息
に
つ
い
て
は
、
病
院
建
替
に
伴
う
長
期
借
入
金
の
利
息
償
還
分
を
計
上
。
た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
承
継
時
に
長
期
借
入
金
の
う
ち
約
８
２
億
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
免
除
が
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
利
息
分
を
算
出
。
第
１
表
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
上
は
元
金
及
び
利
息
償
還
分
を
計
上
。
（
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
で
計
上
）

第
２
表
及
び
第
６
表
、
第
４
表
及
び
第
８
表
に
つ
い
て
は
、
第
１
表
及
び
第
５
表
、
第
３
表
及
び
第
７
表
で
算
出
し
て
い
る
診
療
に
か
か
る
収
益
及
び
費
用
の
他
に
別
セ
グ
メ
ン
ト
で
経
理

し
て
い
る
上
記
の
内
容
に
つ
い
て
、
診
療
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
収
益
及
び
費
用
を
算
出
し
て
い
る
。

（
第
３
表
及
び
第
７
表
）
平
成
２
３
年
度
決
算
見
込
み

第
１
表
及
び
第
５
表
を
ベ
ー
ス
に
、
平
成
２
３
年
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
損
益
計
算
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
算
出
に
あ
た
り
、
以
下
の
変
更
点
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

＜
収
益
＞

・
「
平
成
２
３
年
度
各
病
棟
の
目
標
患
者
数
」
に
よ
り
、
精
神
病
床
88

.6
%
、
一
般
病
床
77

.0
%
、
重
心
病
棟
98

.3
%
、
医
療
観
察
法
病
棟
87

.9
%
の
病
床
利
用
率
で
患
者
数
を
お
い
た
。

・
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
２
２
年
度
１
２
月
末
ま
で
の
平
均
患
者
数
(4
50

.9
人
)と
し
た
。

・
入
院
及
び
外
来
と
も
に
２
２
年
度
１
２
月
末
ま
で
の
平
均
診
療
単
価
を
お
い
た
。

＜
費
用
＞

・
病
棟
移
転
に
伴
っ
た
費
用
を
削
減
。
ま
た
、
移
転
後
に
委
託
費
等
で
追
加
と
な
っ
た
費
用
を
年
間
分
計
上
し
て
い
る
。

・
１
月
か
ら
採
用
の
循
環
器
科
の
医
師
や
、
病
棟
ク
ラ
ー
ク
等
の
人
件
費
等
を
年
間
分
計
上
し
た
。

第
１
表
及
び
第
４
表
と
同
様
に
、
通
常
の
診
療
に
か
か
る
収
益
及
び
費
用
を
算
出
し
て
い
る
。
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（
参
考
２
）
各
勘
定
科
目
に
計
上
し
て
い
る
内
容
一
覧
（
Ｐ
Ｌ
ベ
ー
ス
）

（
２
２
年
度
決
算
見
込
（
第
１
表
及
び
第
５
表
）
、
民
間
病
院
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
も
の
（
第
２
表
及
び
第
６
表
）
）

勘
定
科
目
等

勘
定
勘
定
等
の
説
明

具
体
的
に
計
上
し
て
い
る
も
の
（
第
１
表
及
び
第
５
表
）

具
体
的
に
計
上
し
て
い
る
も
の
（
第
２
表
及
び
第
６
表
）

経
常
収
益

医
業
収
益
の
ほ
か
研
究
収
益
、
研
修
収
益
、
そ
の
他
経
常

収
益
を
足
し
た
も
の
（
臨
時
利
益
を
除
く
）

医
業
収
益

病
院
部
門
の
収
益

入
院
診
療
収
益

入
院
患
者
の
診
療
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
の
患
者
数
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
績
見
込
で
、
一
般
7
5
%
、

精
神
8
5
%
、
重
心
9
8
%
、
筋
ジ
ス
7
4
%
、
医
療
観
察
法
6
0
床
で
算
出
。
２
月
以
降
は
一
般
8
0
%
、
精
神
8
5
%
、
重
心

1
0
0
%
、
筋
ジ
ス
8
0
%
、
医
療
観
察
法
6
0
床
で
算
出
。
診
療
単
価
に
つ
い
て
は
１
２
月
実
績
で
算
出
。

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
の
患
者
数
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
績
見
込
で
、
一
般
7
5
%
、

精
神
8
5
%
、
重
心
9
8
%
、
筋
ジ
ス
7
4
%
、
医
療
観
察
法
6
0
床
で
算
出
。
２
月
以
降
は
一
般
8
0
%
、
精
神
8
5
%
、
重
心

1
0
0
%
、
筋
ジ
ス
8
0
%
、
医
療
観
察
法
6
0
床
で
算
出
。
診
療
単
価
に
つ
い
て
は
１
２
月
実
績
で
算
出
。

(4
,8
6
9
,8
7
8
)

(4
,8
6
9
,8
7
8
)

室
料
差
額
収
益

特
別
室
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
実
績
を
置
い
た
。
(5
6
,4
1
1
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
実
績
を
置
い
た
。
(5
6
,4
1
1
)

外
来
診
療
収
益

外
来
患
者
の
診
療
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
の
患
者
数
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
績
見
込
で
4
7
3
.6
人
で

算
出
。
２
月
以
降
は
２
２
年
度
の
平
均
患
者
数
で
4
5
3
.2
人
と
し
て
い
る
。
診
療
単
価
に
つ
い
て
は
１
２
月
実
績

で
算
出
。
(1
,0
4
2
,0
5
9
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
の
患
者
数
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
績
見
込
で
4
7
3
.6
人
で

算
出
。
２
月
以
降
は
２
２
年
度
の
平
均
患
者
数
で
4
5
3
.2
人
と
し
て
い
る
。
診
療
単
価
に
つ
い
て
は
１
２
月
実
績

で
算
出
。
(1
,0
4
2
,0
5
9
)

保
健
予
防
活
動
収
益

健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
健
予
防
活

動
の
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(4
,1
7
1
)
１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(4
,1
7
1
)

文
書
料

文
書
料
に
よ
る
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(3
9
,0
3
9
)
１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(3
9
,0
3
9
)

そ
の
他

上
記
に
属
さ
な
い
医
業
に
よ
る
収
益

(駐
車
場
使
用
料
、
自
動
販
売
機
販
売
手
数
料
等
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(4
4
,5
5
8
)
１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(4
4
,5
5
8
)

研
修
収
益

受
託
研
修
収
益

看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
等
の
学
校
、
養
成
所
の
学
生
の

受
託
実
習
経
費
に
か
か
る
収
益
及
び
各
種
養
成
機
関
か
ら

の
受
託
実
習
以
外
の
研
修
受
入
に
か
か
る
収
益

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
（
5
,3
0
5
）

研
究
収
益

外
部
研
究
費
や
治
験
等
に
よ
る
研
究
に
係
る
収
益

医
療
技
術
開
発
等
研
究
収
益

治
験
や
受
託
研
究
な
ど
メ
ー
カ
ー
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う

研
究
経
費
に
対
す
る
収
入

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
見
込
み
。
（
間
接
経
費
の
み
）
(9
6
,3
0
0
)

そ
の
他
経
常
収
益

運
営
費
交
付
金
収
益

運
営
費
交
付
金
を
財
源
と
し
て
業
務
を
実
施
し
た
場
合
に

運
営
費
交
付
金
収
益
を
計
上
す
る

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
／
１
２
で
計
上
し
て
い
る
。
(9
8
,3
5
1
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
／
１
２
で
計
上
し
て
い
る
。
(9
8
,3
5
1
)

補
助
金
等
収
益

補
助
金
を
財
源
と
し
て
業
務
を
実
施
し
た
場
合
に
補
助
金

等
収
益
を
計
上
す
る

１
２
月
ま
で
は
実
績
な
し
。
３
月
に
１
億
円
程
度
の
収
入
見
込
み
。
(1
1
2
,2
6
0
)

１
２
月
ま
で
は
実
績
な
し
。
３
月
に
１
億
円
程
度
の
収
入
見
込
み
。
(1
1
2
,2
6
0
)

経
常
費
用

医
業
費
用
の
ほ
か
医
業
外
費
用
、
そ
の
他
経
常
費
用
を
足

し
た
も
の
（
臨
時
損
失
を
除
く
）

医
業
費
用

病
院
部
門
の
費
用

給
与
費

職
員
に
対
す
る
給
料
、
手
当
、
賞
与
、
退
職
給
付
費
用
、
法
１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

(3
,6
0
6
,1
0
9
)ま
た
、
レ
ジ
デ
ン
ト
の
給
与
(2
1
4
,9
5
5
)、
共
通
セ
グ
メ
ン
ト
に
計
上
し
て
い
る
事
務
部
門
の
給
与

給
与
費

職
員
対
す
る
給
料
、
手
当
、
賞
与
、
退
職
給
付
費
用
、
法

定
福
利
費

月
ま
で
は
実
績
。

月
は
実
績
見
込
み
。
月
以
降
は

月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
る
。

(3
,6
0
6
,1
0
9
)、
次
年
度
の
６
月
賞
与
分
の
引
当
金
を
計
上
(1
9
2
,5
5
7
)

(
,
,
)ま
た
、
ジ
デ
ン
ト
の
給
与
(
,
)、
共
通
グ
ン
ト
計
し
て
る
事
務
部
門
の
給
与

に
つ
い
て
病
院
と
研
究
所
の
職
員
の
割
合
で
計
上
し
て
い
る
。
(3
5
3
,5
7
6
)、
病
院
職
員
の
退
職
手
当
を
計
上

(1
5
0
,0
0
0
)次
年
度
の
６
月
賞
与
分
の
引
当
金
を
計
上
(1
9
2
,5
5
7
)

材
料
費

診
療
に
か
か
る
医
薬
品
費
、
診
療
材
料
費
、
医
療
消
耗
器

具
備
品
、
給
食
用
材
料
費

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

(1
,0
7
3
,4
7
6
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

(1
,0
7
3
,4
7
6
)

委
託
費

外
部
委
託
し
た
検
査
業
務
、
給
食
業
務
、
医
事
業
務
、
洗

濯
業
務
等
の
対
価

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
直
近
３
ケ
月
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(5
7
8
,8
4
4
)１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
直
近
３
ケ
月
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(5
7
8
,8
4
4
)

設
備
関
係
費

建
物
等
の
減
価
償
却
費
、
器
機
賃
借
及
び
保
守
料
、
修
繕

費
な
ど
の
費
用

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
直
近
３
ケ
月
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

(1
,1
6
5
,2
2
0
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
直
近
３
ケ
月
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。

(1
,1
6
5
,2
2
0
)

診
療
業
務
に
係
る
研
修
会
等
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
た
め

研
究
研
修
費

診
療
業
務
に
係
る
研
修
会
等
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
た
め

の
経
費

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(5
2
9
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(5
2
9
)

経
費

旅
費
交
通
費
、
通
信
費
、
消
耗
品
費
、
水
道
光
熱
費
な
ど

の
費
用

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(3
2
8
,2
8
2
)

※
間
接
経
費
を
費
消
し
た
も
の
に
つ
い
て
計
上
(1
0
,3
6
9
)

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
は
実
績
見
込
み
。
１
月
以
降
は
１
２
月
ま
で
の
平
均
値
と
し
て
い
る
。
(3
2
8
,2
8
2
)

そ
の
他
経
常
費
用

支
払
利
息

長
期
借
入
金
償
還
に
か
か
る
利
息
返
済
分

１
１
月
ま
で
は
実
績
。
１
２
月
以
降
は
見
込
み
。
た
だ
し
病
棟
建
替
等
の
長
期
借
入
金
を
全
額
承
継
し
た
場

合
(2
7
5
,5
7
0
)
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（
参
考
３
）

★
第
５
表
及
び
第
７
表
（
年
度
計
画
に
使
用
し
て
い
る
Ｐ
Ｌ
）
の
区
分
経
理
に
よ
る
費

用
の
按
分
方
法

項
目

按
分
方
法

備
考

医
師
等
の
診
療
臨
床
研
究
教
育
研
修
に
係
る
業

給
与
費

医
師
等
の
診
療
、
臨
床
研
究
、
教
育
研
修
に
係
る
業

務
割
合
に
よ
り
按
分

材
料
費

医
薬
品
、
診
療
材
料
、
医
療
消
耗
器
具
備
品
は
診
療

収
益
に
よ
り
按
分
給
食
材
料
費
は
患
者
数
に
よ
り
按

そ
れ
ぞ
れ
診
療
１
と
診
療
２
の
実

材
料
費

収
益
に
よ
り
按
分
、
給
食
材
料
費
は
患
者
数
に
よ
り
按

分
績
に
応
じ
て
按
分

委
託
費

検
査
委
託
、
医
事
委
託
は
診
療
収
益
、
給
食
委
託
、

寝
具
委
託
は
患
者
数
、
清
掃
委
託
、
保
守
委
託
、
廃

そ
れ
ぞ
れ
診
療
１
と
診
療
２
の
実

績
に
応
じ
て
按
分

棄
物
処
理
委
託
は
面
積
で
そ
れ
ぞ
れ
按
分

設
備
関
係
費

減
価
償
却
費
、
修
繕
費
は
固
定
資
産
の
区
分
、
器
機

賃
借
料
、
器
機
保
守
料
は
患
者
数
ま
た
は
診
療
収
益

に
よ
り
按
分

に
よ
り
按
分

経
費

通
信
費
、
広
告
宣
伝
費
、
消
耗
品
費
、
消
耗
器
具
備

品
費
、
会
議
費
、
交
際
費
、
諸
会
費
は
発
生
し
た
区
分
、

福
利
厚
生
費
、
旅
費
交
通
費
、
職
員
被
服
費
は
、
該

当
職
員
の
区
分
、
水
道
光
熱
費
は
面
積
按
分

24
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目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
？

・
基
本
は

・
Ｈ
２
３
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
（
Ｃ
Ｆ
）
の
次
年
度
繰

越
額
＝
90

4百
万
円

越
額
＝
90

4百
万
円

・
同
損
益
計
算
書
（
Ｐ
Ｌ
）
の
経
常
収
支
＝
△
66

0百
万
円

・
こ
れ
ら
を
民
間
病
院
と
の
比
較
で
み
る
と

・
Ｈ
２
３
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
（
Ｃ
Ｆ
）
の
次
年
度
繰

越
額
＝
△
1
91

9百
万
円

越
額
＝
△
1,
91

9百
万
円

（
Ｈ
２
３
単
年
度
の
繰
越
額
で
は
、
△
1,
08

4百
万
円
）

損
益
計
算
書

経
常
収
支

・
同
損
益
計
算
書
（
Ｐ
Ｌ
）
の
経
常
収
支
＝
△
1,
67

9百
万
円

25
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目
標
設
定
の
考
え
方

・
Ｎ
Ｃ
の
役
割
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
民
間
と
同
じ
競
争
条
件
で

民

の
損
益
計
算
書
経
常
収
支
を
、
本
来
目
指
す
べ
き
目
標
と

位
置
づ
け
て
は
ど
う
か

位
置
づ
け
て
は
ど
う
か
。

・
そ
こ
で
重
要
な
の
は
Ｎ
Ｃ
の
役
割
を
考
慮
を
ど
の
よ
う
に
斟

酌
し
て
目
標
値
を
設
定
す
る
か
で
あ
る

・
斟
酌
す
べ
き
も
の
（
案
）
：
借
金
負
担
の
軽
減
、
退
職
金
、
臨

床
研
究
に
当
た
る
経
費

・
斟
酌
す
べ
き
で
な
い
も
の
（
案
）
：
人
件
費
（
レ
ジ
デ
ン
ト
事
務
）

・
斟
酌
す
べ
き
で
な
い
も
の
（
案
）
：
人
件
費
（
レ
ジ
デ
ン
ト
、
事
務
） 26
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そ
う
す
る
と
目
標
は
（
試
案
）

・
Ｎ
Ｃ
の
役
割
を
考
慮
し
た
損
益
計
算
書
を
黒
字
に
す
る
こ
と

・
Ｎ
Ｃ
の
役
割
を
考
慮
し
た
損
益
計
算
書
を
黒
字
に
す
る
こ
と

と
考
え
る
な
ら
ば

△
（
民
間
と
同
等
と
し
た
場
合
の

年
度
経
常
収
支
）

△
1,
67

9（
民
間
と
同
等
と
し
た
場
合
の
23
年
度
経
常
収
支
）

－
△
26

3（
借
入
金
利
息
）
－
△
18

6（
退
職
手
当
）

－
△
10

3（
臨
床
研
究
に
当
た
る
給
与
費
）

＝
△
1,
67

9
－
△
55

2
＝
△
1,
12

7

・
Ｈ
２
３
年
度
の
経
常
収
支
は
△
1,
12

7と
な
る
の
で
約
11
億
の

Ｈ
２
３
年
度
の
経
常
収
支
は

1,
12

7と
な
る
の
で
約
11
億
の

収
支
赤
字
と
な
る
。
こ
れ
を
黒
字
化
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と

な
る
の
で
は
な
い
か

な
る
の
で
は
な
い
か
。

27
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こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は

・
病
院
経
営
指
標
の
何
を
改
善
し
て
い
く
か
？

・
病
床
利
用
率

・
平
均
在
院
日
数
の
短
縮

・
平
均
在
院
日
数
の
短
縮

・
上
位
基
準
の
取
得

・
患
者
一
人
当
た
り
単
価
の
上
昇

・
請
求
漏
れ
の
防
止

・
経
営
の
効
率
化
＝
支
出
の
合
理
化

・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
（
？
）

・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
（
？
）

れ
皆
検

き
ま

う
・
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
皆
で
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

28
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最
後
に

セ
ン
タ
ー
病
院
の
発
展
は
、
本
日
、
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
情
熱
に

ン
タ
病
院
発
展
、
本
、
集
ま

く
さ

情
熱

溢
れ
る
皆
さ
ん
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す

職
員
一
人
一
人
が
胸
を
張
っ
て

職
員
一
人
一
人
が
胸
を
張
っ
て
、

「
素
晴
ら
し
い
我
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
だ
！
」
と
言
え
る
よ

う
に
う
に

・
医
療
の
面

・
経
営
の
面

を
な
が

な
向

を
指

う
の
両
面
を
見
つ
め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

そ
し
て
患
者
さ
ん
が
診
て
も
ら
い
た
い
職
員
が
働
き
た
い
病
院
を

そ
し
て
、
患
者
さ
ん
が
診
て
も
ら
い
た
い
、
職
員
が
働
き
た
い
病
院
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
！
！

29
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ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 終終

30
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資料 48

内部監査計画書





内 部 監 査 計 画 書 

 

１ 実施方針 

独立行政法人国立精神・神経医療研究センターの業務の適正かつ能率的な執行を図ると

ともに会計処理の適正を期すことを目的とし、諸規程に対する合規制、業務運営の適正性

及び効率性を監査し、問題点の検討及び改善を図る。 

 

２ 実施期間 

平成２２年度内部監査の実施時期については、以下のとおりとする。 

自 平成２２年７月 ～ 至 平成２３年２月 

※書面監査については、平成２２年８月～９月に実施 

※実地監査における具体的日程については、被監査部門と調整のうえ計画する 

 

３ 監査の区分（内部監査細則第２条） 

平成２２年度内部監査における監査区分等については、以下のとおりとする。 

（１）業務監査指導 

①業務の実施状況に関する事項 

②経営管理に関する事項 

③医療管理に関する事項 

④防災及び安全に関する事項 

⑤その業務の実施に関し、必要と認められる事項 

（２）会計監査指導 

①財務及び会計に関する事項 

②資産に関する事項 

③会計に係る内部牽制組織に関する事項 

④その他の会計処理に関し、必要と認められる事項 

 

４ 重点事項 

平成２２年度内部監査における重点事項については、以下のとおりとする。 

（１）契約に関する事項（競争契約の実施状況、随意契約基準の適合状況、契約審

査委員会の実施状況、競争性・公正性・透明性の確保状況、１者随契の適正

性） 

（２）支払いに関する事項（ファームバンキングの実施体制、確認体制、検収体制） 

（３）収入管理に関する事項（窓口収納現金の取り扱い状況） 

（４）債権管理に関する事項（記録・管理状況、督促実施状況、未収金対策） 

（５）投資効果に関する事項（増員に伴うものを含む） 

（６）現金等の管理に関する事項（病院外現金、簿外経理、診療費の返金に伴う出

金ルールの取扱） 

（７）コンプライアンスの推進に関する事項（事業者等への周知状況） 

（８）個人情報保護に関する事項 
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（９）医療安全管理に関する事項（規制医薬品の管理） 

（10）給与、勤務時間管理に関する事項 

（11）診療報酬管理に関する事項（レセプトチェック体制） 

（12）運営費交付金の管理・執行に関する事項 

 

５ 対象監査部門 

平成２２年度における対象監査部門については、以下のとおりとする。 

（１）書面監査について 

    全部門 

（２）実地監査について 

書面監査の結果、必要と認める部門及び、監事及び会計監査人からの意見

等を踏まえ必要と認める部門、会計に関する非違行為があった部門、その他

必要と認める部門 

 

６ 実施方法 

平成２２年度内部監査については、書面監査、実地監査をもって実施する。 

（１）書面監査について 

自己評価チェックリストに基づき、各書面監査対象部門で自己評価を行い、

監査室において自己評価の内容を監査する 

（２）実地監査について 

重点事項を中心に実地による監査を行う 

 

７ その他 

（１）監査の実施に際しては、監事による監査、会計監査人による監査又は会計検

査院等による検査の時期と調整するよう努めるものとする。 

（３）この計画書に定めるもののほか、監査に必要な事項は別途通知する。 
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資料 49

寄付金について





 当センターでは、独立行政法人として、企業や個人の皆様からのご寄付をお受けし

ています。当センターの使命を達成するための貴重な財源とさせていただきますの

で、ご協力頂くようお願い申し上げます。いただいたご寄付は、研究開発や教育研修、

先進医療機器整備など、当センターの機能向上に活用させていただきます。 

 なお、当センターは特定公益増進法人として定められていますので、下記のように税

法上の優遇措置があります。 

※税務署への寄付金控除又は損金算入手続きにあたっては、国立精神･神経医療研

究センターの発行する「寄付金領収書」を添えて申告していただくこととなります。 

 ご寄付をしていただける方は、下記の様式に従い、必要事項を記入の上、お申し

込みください。なお、申出にあたっては寄付目的を指定する、しないの2通りがあるた

め、その旨を明記してください。 

問合せ先：企画経営部 企画医療研究課 医療係 

TEL：042-341-2711 E-mail：kikaku2@ncnp.go.jp 

ご寄付のお願い

寄付の申出方法について

<<個人の方>> <<法人の方>> 

寄付規程

寄付受入規程(PDF:67KB)  

寄付受入審査委員会細則(PDF:47KB)  

寄付受入審査委員会構成員(PDF:30KB)  

様式一覧（参考）

寄付受入書(様式2－1)(PDF:38KB)  

寄付辞退書(様式2－2)(PDF:29KB)  

寄付金領収書(様式3－1)(PDF:33KB)  

寄付受領書(様式3－2)(PDF:24KB)  

寄付金別金銭受払簿(様式4)(PDF:23KB)  

寄付金使途・目的変更同意依頼書(様式5)(PDF:32KB)  

寄付金使途・目的変更承認申請書(様式6)(PDF:26KB)  

研究結果概要報告書(様式7)(PDF:32KB)

ホーム ＞ ご寄付のお願い

寄付者が個人の場合 

 その年中に寄付した合計額（総所得金額の40%を限度）から5千円を差し引いた

額について、所得控除を受けることができます。（所得税法第78条） 

①

寄付者が法人の場合 

 寄付金額の全額を損金に算入することができます。（法人税法第37条） 

②

寄付申出書（様式1）WORD版 

寄付申出書（記入例）PDF版 

寄付申出書（様式1）WORD版 

寄付申出書（記入例）PDF版 

個人情報取り扱いについて 

治験や臨床研究に協

力してくださる方へ 

 

携帯サイトができ

ました。 

詳しくはこちら。 

イベント情報

医療活動

研究活動

研修活動

情報公開

産官学連携

各種委員会

調達情報

職員募集

図書情報

文字サイズホーム サイトマップ リンク English 
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資料 50

職場アピールコンテストについて





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ポスター画像：H22 年度看護の日ポスター入賞作品 

 

日時 ： 平成 23 年 2 月 1 日  13:30～15:30 

場所 ： コスモホール  

● ● ● 
このコンテストは、みなさんの

職場をもっと広く知ってもら

うことで、新しい職場を探して

いる仲間が当院に興味をもつ

『きっかけ』をつくることを目

標にしています。 
 

自分たちの力で 
一緒に働く仲間を増やそう！ 

● ● ● 
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第２回 職場アピールコンテスト 
平成 23 年 2 月 1日（火）13：30～15：30 

コスモホール 

 

開 催 次 第 

１．開会 

看護職員確保プロジェクト委員（岸看護師長）挨拶 

 

２．発表 

当日時間進行予定 発表病棟 テーマ 

13：35～ 

① 在宅支援室 

 

 

 

 

 

 

在宅支援室は、ACT を目

指した精神科訪問看護、

退院調整、在宅支援に関

連した相談などを「本人

の強み」「希望」自己実

現」を目指しています 

 ② ５南 病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

5 階南病棟は、うつスト

レスケア病棟ととして、

うつ病、躁うつ病の治療

を始め難治性気分障害に

対する電気けいれん療法

を行っています 

 

③ ４北 病棟 

 

 

 

 

4 階北病棟は、精神科救急

の入院受け窓口になって

いるため様々な精神疾患

や合併症を持った患者さ

んの看護ができるやりが

いのある病棟です 

 

 

④ ８病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

8 病棟がアピールしたい

のは、多職種との連携と

マンパワーを生かして、

個別性に応じた必要な医

療を丁寧に提供される医

療です 
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14：00～ 

⑤ ３北 病棟 

 

3 階北病棟は神経内科、

外科、消化器内科、心療

内科の混合病棟です。緊

急入院をいつでも受け入

れる総合診療科です 

 

 

 

 

⑥ ９病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

 

9 病棟は、日本初となる

身体合併症に対応できる

医療観察法病棟です 

手術対象者の受け入れ

や、病棟の小手術室で 

ｍ－ＥＣＴも行ってい 

ます 

 

 

⑦デイケア  

 

 

 

 

 

平成22年9月の引っ越し

と共に、理学療法・作業

療法・言語療法・デイケ

ア外来が一体となったリ

ハビリテーション部が完

成しました 

 

 

⑧２北 病棟 

 

 

 

 

 

 

2 階北病棟は、神経難病

病棟で、全国的にも症例

の少ない疾患の理解と看

護ができます 

 

 

 

 ⑨６  病棟 

 

 

重症心身障害児（者）病

棟である 6病棟は、生命

を維持するための医療ケ

アから何らかの摂食・嚥

下障害を有する患者さん

の看護を行っています 
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14：30～ 

⑩３南 病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 階南病棟は、小児神 

経・脳神経外科病棟です

熱く燃えた引っ越しを終

え早 4ヶ月、当病棟には

数多くの有名人の利用が

あります。今回の DVD は

アンパンマン様とプー様

とのコラボレーションが

見ところとなって 

います 

 

⑪５北 病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

テーマは「愛」 

愛あふれるスタッフが働

く 5階北病東は、難治性

精神病の患者さんの受け

入れを行っている、明 

るい精神科閉鎖病棟です

 

⑫２南 病棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 階南病棟は、筋ジスト

ロフィー病棟です。この

疾患は、呼吸筋も低下し

ていくため、生命の維持

には呼吸管理、排痰援助

などが不可欠です。病棟

のスタッフ全員が呼吸管

理のエキスパートを目指

して、日々頑張っていま

す 

 ⑬外来 病棟（DVD） 

 

 

 

 

 

 

  外来には 28 名の女

子がいて、こう見えても

ほとんどが子育て中のマ

マです。家庭と仕事を両

立させているパワフルな

スタッフ達でチームワー

クはばっちりです。 

 

 

 

 

 

NPPV（ 非侵襲的陽圧換気療法）
とは

気管切開や気管挿管を必要としない

マスクを介した人工呼吸療法

NPPVは神経筋疾患～一般へと、 近年急速に広まって
いる

NPPV管理は、 その知識・

技術が看護師に求められる

管理は意外と難しいが

ポイント さえ押さえれば

大丈夫！

3階南病棟スタッフの紹介
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⑭治験管理室 

 

 

 

 

皆さんは「ちけんコーデ

ネーター」を知っていま

すか?ブルーの白衣を着

て、何やら重い資料を持

ってパタパタ院内を忙し

く歩いている人？付きっ

きりで患者さんと楽しそ

うに話している人。そん

なイメージでしょうか？

15：00～ 

⑮４南 病棟 

 

 

 

 

4 階南病棟は、てんかん

の診断と発作コントロー

ルのため薬物調整をはじ

め、精神病症状や問題行

動などを伴う複合障害者

に対する専門治療を行っ

ています。新棟移転に伴

って開放病棟となりまし

た 

 

⑯認定看護師(映像) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、待望の認定看護

師が新たに誕生しまし

た。「皮膚・排泄ケア認

定看護師」「摂食・嚥下

障害看護認定看護師」「感

染管理認定看護師」「精

神科認定看護師」の 4分

野に拡がり、それぞれが

専門分野のエキスパート

として活動を開始しまし

た！ 

 

３．看護部長挨拶 

４．表彰 

  優勝  5 階南病棟 

  2 位  外来 

  3 位  6 病棟 

５．閉会 
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資料 51

提案窓口について





このたび、センターで勤務されるすべての皆様にセンターの運営改善やミッション達成に役立つご提案をいただく窓
口として、『ご提案窓口』 を設けました。 

皆様からのご提案を、患者様をはじめより多くの方々のために活かしてまいります。 

センターで働くすべての皆様の声 

『ご提案窓口』の新設 

ご提案の方法 

   メールの受付です。 

     teian@ncnp.go.jp 
 

    ●下記２点を、メールでご提出ください。 

   ①ご提案内容 （理由も含めて） 

   ②所属部署・お名前  

ご提案に関する注意事項 

●常勤・非常勤を問わず、また、センターで勤務される方であれば、どなたでもご提案できます。  

●個別の苦情やお問い合わせなどに対しては、ご回答ができませんので、予めご了承ください。 

●労使関係に関するご提案を受け付ける窓口ではございませんので、ご了承ください。 

企画戦略室は、平成22年4月に、総長を補佐し、又、センターの向上につながる各種事項について、企画・

立案・調整することを目的として設置されました。 

発足時から、藤崎室長を筆頭に、中期計画に基づいたセンター全体のミッション達成のための運営改善や

具体策の立案に取り組み、病院幹部会議等へ提案を行っています。 

企画戦略室のご案内 

『ご提案窓口』に関して、センターで勤務される皆様へのお約束 

・センターで勤務される皆様からの貴重なご提案に対して、誠実な対応に努めます。 

・ご提出いただいたご提案の内容で、提案者の人事評価などにおいて不利益となることはありません。 

・ご提案内容のその後の対応等につきましては、ホームページ等で、適宜、お知らせする予定です。 

（独）国立精神・神経医療研究センター 
企画戦略室 ご提案窓口 

平成22年8月吉日 

企 画 戦 略 室  

（参考）中期計画より引用・抜粋 

 「センターのミッション確認、現状の把握、問題点の洗い出し、改善策の立案、翌年度の年度計画の作成等に資する 

ため、定期的に職員の意見の聴取に努める」 

   

センターをご利用される患者様やそのご家族にとって利用しやすく、職員の皆様にとって働きやすい高度医療研

究センター及び地域に開かれた医療機関であるために、皆様の貴重なご提案をお待ちしております。 
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1 

 

2010 年 12 月 22 日 
企画戦略室 

 
皆さまからいただきました提案につきまして 

 
 

はじめに   

 本年８月に、中期計画に基づいて、センターの運営改善やミッション達成に役立つ提案を職員等

から収集するご意見箱としての「ご提案窓口」を設置しました。企画戦略室が窓口となってメールで

提案受付を新設して４ヶ月経過しましたので、現在までに受付を行った提案内容と企画戦略室の対

応について報告を行います。詳細は、１．提案一覧以降をご覧ください。 

 

●提案窓口における提案内容の概要 

 受付件数    ： １１件 （現在迄） 

 提案者の特徴 ： 非常勤職員をはじめ幅広い勤務者から提案を頂きました。 

 

●検討・対応等の取組みの際の基本的姿勢 

①“組織の縦割り意識”の発想でなく、センター全体の視点で改善策を検討する。 

②センター発展につながるよう提案を可能な限り活かすよう検討し、また提案者に対して受付時と

対応状況についてのフィードバックを行う。 

③迅速な対応を図る。 

④関係部門との調整・連携に留意する。 

 

●留意している点 

①意欲ある提案者のモチベーションに考慮して、提案者名のマスキング対応を行ってから企画戦

略室で取り扱うなど、提案内容の取扱いに留意する。 

②提案者に対して、提案の受付時・対応状況について必ず回答する。 

 

引き続き皆様からのご提案をお待ちいたしております。 
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